
一

は
じ
め
に

拙
著
『
中
世
長
谷
寺
の
歴
史
と
説
話
伝
承
』（
和
泉
書
院
、
令
和

５
年
）
で
、
筆
者
は
『
長
谷
寺
験
記
』
の
享
受
史
を
ま
と
め
た
。
関

連
資
料
の
網
羅
を
心
が
け
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
拙

著
刊
行
後
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
の
森
正
人
氏
よ
り
、
西
尾
市
岩
瀬

文
庫
に
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
と
い
う
写
本
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
に
は
『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
１
話
（
吉
備
大
臣

入
唐
説
話
）
の
本
文
が
載
り
、
し
か
も
書
写
時
期
が
室
町
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
と
い
う
。
加
え
て
こ
の
写
本
は
、
す
で
に
森
氏
に
よ
っ
て

翻
刻
さ
れ
、
解
題
も
付
さ
れ
て
い
た
（
長
友
千
代
治
氏
・
森
正
人
氏

・
矢
野
貫
一
氏
・
瓜
生
安
代
氏
編
『
岩
瀬
文
庫
本
調
査
お
ぼ
え
が
き

（
二
）
付
吉
備
公
伝
ノ
内

俳
人
百
家
撰
』
愛
知
県
立
大
学
文
学
部

国
文
学
研
究
室
、
昭
和
５６
年
３
月
）。
森
氏
に
は
右
の
玉
稿
も
お
送

り
い
た
だ
い
た
の
で
あ
る
が
、
き
わ
め
て
遺
憾
な
こ
と
に
、
筆
者
は

そ
の
論
考
を
読
ん
で
お
ら
ず
、
拙
著
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
な

な
か
っ
た
。
汗
顔
の
至
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
、
拙
著
で
参
照
で
き
な
か
っ
た
西
尾
市
岩
瀬
文

庫
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
に
つ
き
原
本
を
調
査
し
、
そ
の
際
得
ら
れ
た

知
見
等
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、『
長
谷
寺
験
記
』
に
関
わ
る
本
文

を
翻
刻
し
直
す
こ
と
と
し
た
。
森
氏
に
よ
る
解
説
や
翻
刻
が
備
わ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
の
に
は
、

主
に
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

第
一
の
理
由
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
た
検
索
で
は
、

『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
に
『
長
谷
寺
験
記
』
の
本
文
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
知
る
の
は
実
質
上
不
可
能
な
た
め
で
あ
る
。
右
の
論
題
か

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
翻
刻
と
解
題

│
│
『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
１
話
断
簡
│
│

横

田

隆

志
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ら
は
、
長
谷
寺
と
の
関
わ
り
は
う
か
が
え
な
い
。
森
氏
の
玉
稿
の
存

在
を
知
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ひ
と
え
に
筆
者
の
不
勉
強
の
ゆ
え
で
あ

る
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
は
『
長
谷
寺
験
記
』
の

古
写
本
の
存
在
が
埋
も
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
森
氏
に
よ

る
翻
刻
は
き
わ
め
て
正
確
で
あ
る
が
、
僭
越
な
が
ら
修
正
を
要
す
る

点
も
若
干
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
び
翻
刻
を
試
み
る
の
は
、
こ
の
た

め
で
あ
る
。

第
二
の
理
由
は
、
森
氏
の
解
説
は
岩
瀬
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
他
の

資
料
と
あ
わ
せ
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、『
長
谷
寺
験
記
』
だ

け
に
焦
点
を
あ
て
る
類
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
森
氏

の
解
説
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
多
々
あ
る
が
、
長
谷
寺
に
関
わ
る
説

話
研
究
を
続
け
て
き
た
立
場
か
ら
は
、
補
足
す
る
べ
き
い
く
つ
か
の

資
料
と
論
点
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
後
述
す
る
が
、『
吉
備
公
伝
ノ

内
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
典
籍
の
逸
文
が
、
注
記
と
し
て
引
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
「
安
居
院
説
草
記
」
な
ど
、
見
逃
せ
な
い
書
名

も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
『
長
谷
寺
験
記
』
の
注
釈
と
も
称
す
る

べ
き
側
面
が
あ
る
一
方
で
、『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
の
法
量
は
、
筆
者

が
測
っ
た
か
ぎ
り
で
は
縦
十
四
・
九
糎
、
横
十
九
・
五
糎
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
懐
中
本
の
体
裁
を
も
つ
。
懐
中
本
の
す
べ
て
が
そ
う
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
法
量
か
ら
は
、
唱
導
と
の
関
わ
り
も
連

想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
岩
瀬
文
庫
本
『
吉
備
公
伝
ノ

内
』
は
多
層
的
な
性
格
を
も
つ
。
た
だ
こ
う
し
た
こ
と
が
ら
に
つ
い

て
、
森
氏
の
解
説
で
は
必
ず
し
も
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

右
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
本
稿
で
は
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
『
吉
備
公

伝
ノ
内
』
の
書
誌
・
引
用
書
等
に
つ
い
て
補
足
し
、
検
討
を
加
え
る

と
と
も
に
、『
長
谷
寺
験
記
』
に
関
わ
る
本
文
を
翻
刻
す
る
。

二

森
正
人
氏
に
よ
る
解
説

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
に
関
す
る
森
氏
の
解
説

を
、
以
下
に
引
用
す
る
。
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
の
で
、
や
や
長
文

だ
が
、
す
べ
て
引
用
す
る
。

吉
備
公
傳
ノ
内

写
残
簡

別
置
函
架
番
号
な
し

あ
わ
せ
て
十
二
葉
の
残
簡
。
表
紙
を
欠
き
、
江
戸
時
代
後
期

の
も
の
と
お
ぼ
し
き
包
紙
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
吉
備
公
傳
ノ

内
」
と
墨
書
す
る
も
原
題
不
詳
。
料
紙
、
楮
紙
。
十
四
・
八
糎

×
十
九
・
五
糎
。
端
よ
り
約
一
糎
の
所
に
綴
穴
の
跡
が
四
箇
所

認
め
ら
れ
、
絹
綴
紐
の
ご
く
一
部
が
残
存
す
る
が
、
全
葉
が
離
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れ
て
い
る
。
も
と
大
和
綴
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
現
在
紙

の
重
ね
ら
れ
て
い
る
順
序
は
、
原
態
を
そ
こ
な
っ
て
い
な
い
と

断
ぜ
ら
れ
る
が
、
前
半
の
幾
葉
か
を
失
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
第
一
葉
の
料
紙
の
汚
損
は
他
に
比
し
て
ま
っ
た

く
目
立
た
な
い
か
ら
、
そ
れ
が
失
な
わ
れ
た
の
は
、
包
紙
に
包

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
を
さ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
後
述
の
ご
と
く
応
永
二
十
九
年
の
書
写
。
印
記
、
最
終

葉
の
裏
に
「
菩
提
山
／
報
恩
院
」（
朱
・
角
）。
柳
原
家
旧
蔵
書

で
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
柳
原
旧
蔵
本
目
録
』
四
丁
表
に
「
吉
備
公

伝
ノ
内
闕
本
」（
赤
鉛
筆
で
「
ノ
内
」
を
消
去
）
と
掲
げ
る
の

が
、
こ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
。「
菩
提
山
／
報
恩
院
」
の

印
を
有
す
る
も
の
は
、
本
書
の
ほ
か
岩
瀬
文
庫
の
柳
原
旧
蔵
本

の
な
か
に
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
報
恩
院
は
、
京
都
伏
見
の

醍
醐
五
門
跡
の
一
つ
、
真
言
宗
醍
醐
寺
派
の
報
恩
院
か
。
包
紙

に
は
「
吉
備
公
傳
ノ
内
」
と
仮
称
す
る
が
、
本
書
は
以
下
の
四

部
分
か
ら
成
る
。

㈠

第
一
葉
表
〜
第
九
葉
裏
。「
第
二

吉
備
大
臣
於
大
唐

読
野
馬
臺
歸
朝
事
」
と
題
す
る
記
事
。
漢
字
片
仮
名
交
り
文

で
、
片
仮
名
（
こ
と
に
助
詞
）
は
右
寄
せ
小
書
の
傾
向
あ
る
も

不
統
一
。
一
面
九
〜
十
一
行
、
一
行
十
六
字
前
後
。
裏
書
・
注

は
、
一
、
二
宇
下
げ
て
行
を
つ
め
て
行
数
不
定
。
文
字
も
や
や

小
さ
い
。
行
間
に
朱
注
あ
り
。
以
下
の
ご
と
き
奥
書
を
も
つ
。

①
写
本
云
／
于
時
徳
治
第
二
暦
卯
月
十
五
之
天
依
衆
徒
／
訴

訟
今
年
之
常
楽
会
俄
延
引
今
月
／
則
行
之
然
ヲ
有
相
勞
事

不
見
物
／
云
梵
鐘
遠
響
驚
生
死
長
夜
之
眠
／
忽
想
像
沙
羅

入
滅
之
古
音
楽
高
鳴
／
達
龍
王
宮
城
之
聞
遙
如
看
忉
利
／

出
宴
之
儀
仍
徒
然
之
余
書
之
／
沙
門
懐
實
廿
六

②
此
本
蓮
恩
殿
取
出
披
令
見
之
間
昨
夕
懐
中
之
／
今
朝
書
写

之
應
永
廿
九
天
林
鐘
半
闌
候
也
／
定
圓
春
秋
六
十

夏
臈
四
十
五

奥
書
②
の
蓮
恩
殿
、
定
圓
は
未
詳
。
奥
書
①
に
常
楽
会
（
涅

槃
会
）
が
延
期
に
な
り
四
月
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
が
、
す
る
と
、『
史
料
綜
覧
』
に
引
く
春
日
社
祐
春
記
に
よ

っ
て
、
徳
治
二
年
四
月
十
五
日
興
福
寺
の
涅
槃
会
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
か
ら
、
本
部
分
は
は
じ
め
興
福
寺
で
書
写

さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
懐
實
も
未
詳
。
尊
卑
分
脈
に
藤
原
業

伊
の
懐
實
が
載
り
、
同
時
代
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
比
叡
山
の

僧
で
奥
書
①
の
懐
實
と
は
別
人
で
あ
ろ
う
。
本
部
分
は
長
谷
寺

験
記
上
・
第
一
を
書
き
抜
い
た
も
の
。
そ
の
書
き
抜
き
が
懐
實

に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
、
そ
れ
以
前
で
あ
っ
た
か
は
定
か
で
な

い
。
ま
た
失
な
わ
れ
た
と
お
ぼ
し
き
「
第
一
」
が
い
か
な
る
記
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事
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
奥
書
①
が
そ
の
「
第
一
」
に
ま
で
及
ん

で
い
た
か
否
か
も
不
明
。
本
部
分
は
、
ご
く
一
部
の
書
き
抜
き

で
あ
る
と
は
い
え
、
長
谷
寺
験
記
の
比
較
的
早
い
享
受
の
跡
を

示
し
、
裏
書
き
を
載
せ
、
そ
れ
は
知
ら
れ
て
い
る
験
記
古
写
本

の
割
注
・
傍
注
よ
り
は
る
か
に
豊
富
で
特
色
が
あ
り
、
長
谷
寺

験
記
原
態
の
検
討
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
点
に
お
い
て
、
か

な
り
の
意
義
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡

第
十
葉
表
。
禅
宗
関
係
の
用
語
二
十
八
語
を
八
行
に
列

挙
し
、
一
部
に
振
り
仮
名
・
声
点
を
ほ
ど
こ
す
。
裏
白
紙
。
㈠

に
比
べ
て
書
写
は
丁
寧
で
、
一
見
別
筆
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

料
紙
も
同
一
、
虫
損
も
一
致
し
、
応
永
二
十
九
年
頃
の
定
圓
の

筆
に
な
る
と
み
な
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
国
語
資
料
と
し
て

い
く
ば
く
か
の
意
義
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
。

㈢

第
十
一
葉
。「
大
蔟
孟
春
」
以
下
、
月
の
別
名
を
列
挙
、

つ
づ
け
て
「
十
二
支
」
と
項
を
立
て
て
「
子
困
敦
」
以
下
、
支

と
そ
の
異
名
を
列
挙
、
さ
ら
に
「
十
干
」
と
項
を
立
て
て

「
甲
閼
逢
」
以
下
、
干
と
そ
の
異
名
を
列
挙
し
て
裏
の
半
ば
ま

で
。
十
二
支
、
十
干
は
そ
れ
ぞ
れ
立
項
し
て
あ
る
か
ら
、
月
と

そ
の
異
名
を
掲
げ
る
部
分
に
も
た
と
え
ば
「
十
二
月
」
の
ご
と

き
項
が
立
て
て
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
第
十

一
葉
の
失
な
わ
れ
た
前
葉
の
最
終
行
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
本
来
第
十
一
葉
は
第
十
葉
に
直
接
つ
づ
く
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
第
十
、
十
一
葉
の
虫
損
は
一
致
す
る
か
ら
、

失
な
わ
れ
た
の
は
わ
ず
か
で
あ
ろ
う
。
一
部
の
語
に
振
り
仮
名

と
声
点
が
付
さ
れ
、
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
を
い
く
ば
く
か

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈣

第
十
二
葉
表
裏
。
七
言
律
詩
、
五
言
絶
句
を
掲
げ
、
末

尾
に
「
右
松
雪
翁
詩
二
首
」
と
す
る
。
文
学
の
入
換
え
の
し
る

し
が
あ
り
斜
線
で
一
字
を
抹
消
す
る
か
ら
、
忽
々
の
書
写
で
も

あ
っ
た
か
。
㈠
㈡
㈢
部
分
と
同
筆
。
松
雪
翁
は
、
元
代
の
詩
人

・
趙
孟
頫
。
二
首
は
松
雪
斎
文
集
巻
四
に
「
渓
上
」、
同
五
に

「
喜
晴
」
と
し
て
出
る
。

如
上
の
四
部
（
㈡
と
㈢
は
同
種
と
み
ら
れ
る
か
ら
あ
る
い
は

三
部
）
の
記
事
内
容
は
相
互
に
関
連
う
す
く
、
本
書
全
体
の
統

一
を
見
出
し
が
た
い
。
僧
侶
の
忘
備
録
と
で
も
称
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
本
書
の
性
格
や
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
後
考
を
ま
ち

た
い
。
な
お
、
長
谷
寺
験
記
抄
出
部
に
関
す
る
検
討
も
後
日
に

ゆ
ず
る
。

〔
森
〕
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こ
の
た
び
原
本
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
基
本
的
に
は
森
氏
の
指
摘

の
と
お
り
で
あ
る
が
、
若
干
補
足
す
る
。

・
料
紙
お
よ
び
筆
跡
か
ら
み
て
、
書
写
時
期
は
室
町
時
代
に
さ
か
の

ぼ
る
と
み
て
よ
い
。
定
圓
に
よ
る
書
写
奥
書
の
後
、『
長
谷
寺
験

記
』
と
は
関
わ
ら
な
い
い
く
つ
か
の
記
述
が
あ
り
、
そ
の
点
で
不

審
は
残
る
が
、
応
永
二
十
九
年
（
一
四
二
二
）
定
圓
が
『
長
谷
寺

験
記
』
の
本
文
を
記
し
た
後
、
森
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
備
忘

あ
る
い
は
法
要
へ
の
出
仕
に
必
要
等
の
事
情
に
よ
り
、
こ
れ
ら
を

追
記
し
た
と
解
す
る
こ
と
と
す
る
。

・
森
氏
の
述
べ
る
と
お
り
、
す
べ
て
同
筆
で
あ
る
。
こ
の
「
同
筆
」

に
は
、
朱
筆
も
含
ま
れ
る
。

・
楮
紙
は
、
正
確
に
は
楮
打
紙
で
あ
る
。

・
本
文
は
総
本
山
長
谷
寺
本
鎌
倉
末
期
写
本
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る

が
、
岩
瀬
文
庫
本
に
は
目
移
り
に
よ
る
脱
文
が
一
箇
所
認
め
ら
れ

る
。
以
下
の
傍
線
部
が
脱
文
の
箇
所
で
あ
る
。

ヘ
ダ
ツ

長
谷
寺
本

「
形
ヲ
カ
ヘ
境
ヲ
隔
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
子
孫
ヲ
恋

ル
心
有
テ
、
日
本
ヨ
リ
来
テ
此
楼
ニ
登
ル
人
ニ

ハ
我
子
孫
ノ
有
無
ヲ
尋
ム
ト
ス
ル
ニ
、
我
レ

害
心
無
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
」

岩
瀬
文
庫
本
「
形
ヲ

カ
ヘ
サ
カ
ヒ
ヲ
隔
ト

イ
ヘ
ト
モ
、
我
子
孫

ノ
有
無
ヲ
尋
ト

ス
ル
ニ
、
我
ニ

害
心
ナ
シ
ト
イ
ヘ

ト
モ
」

右
の
目
移
り
が
、
書
写
者
で
あ
る
懐
実
や
定
圓
に
よ
る
も
の
な
の

か
、
そ
れ
以
前
の
も
の
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
。

・
虫
損
が
か
な
り
進
行
し
て
お
り
、
森
氏
の
述
べ
る
四
箇
所
の
綴
穴

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
萌
黄
色
の
綴
じ
糸
が
一
箇
所
残
っ

て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
は
後
補
の
も
の
で
あ
る
。

・
料
紙
の
表
裏
に
直
接
本
文
を
記
す
（
つ
ま
り
袋
綴
で
は
な
い
）。

そ
の
点
だ
け
で
言
え
ば
、
本
写
本
は
も
と
は
粘
葉
装
だ
っ
た
可
能

性
が
な
く
は
な
い
が
、
仮
綴
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
点
の

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

・
右
の
点
と
関
わ
る
が
、
法
量
（
筆
者
が
測
っ
た
か
ぎ
り
で
は
、
縦

十
四
・
九
糎
、
横
十
九
・
五
糎
）
か
ら
言
え
ば
い
わ
ゆ
る
懐
中
本

で
あ
り
、
説
草
と
の
関
わ
り
も
う
か
が
え
る
。『
長
谷
寺
験
記
』

の
写
本
で
こ
れ
と
同
様
の
例
と
し
て
は
、
阿
部
泰
郎
氏
が
紹
介
し

た
仁
和
寺
本
『
大
和
国
長
谷
寺
縁
記
（＝

長
谷
寺
験
記
抄
）』
が

（
�
）

知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
写
本
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
能
存

（
伝
未
詳
）
が
書
写
し
た
も
の
で
、
外
題
に
「
縁
記
」
と
あ
る
が
、

実
際
に
は
『
験
記
』
上
巻
第
２
・
３
・
４
話
の
抄
出
本
で
あ
る
。
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万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
の
修
補
識
語
が
付
さ
れ
、
こ
の
修
補
時

の
も
の
と
思
わ
れ
る
紙
縒
綴
で
装
丁
さ
れ
て
い
る
。
法
量
は
、
縦

一
一
・
〇
糎
、
横
一
四
・
〇
糎
で
、
墨
付
き
三
十
丁
。
阿
部
氏

は
、「
小
型
の
懐
中
本
と
い
う
べ
き
体
裁
」
を
も
つ
仁
和
寺
本
に

つ
い
て
「
携
帯
に
便
な
そ
の
形
か
ら
は
、
所
謂
�
説
草
�
と
の
関

連
も
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
す
る
。

・
本
写
本
に
「
柳
原
庫
」
の
印
記
は
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

菩
提
山
正
暦
寺
か
ら
仁
和
寺
菩
提
院
・
柳
原
家
を
経
て
、
岩
瀬
文

庫
の
所
蔵
本
と
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

右
の
印
記
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
章
を
改
め
て
検
討
す
る
。

三

岩
瀬
文
庫
本
の
印
記
「
菩
提
山
／
報
恩
院
」

岩
瀬
文
庫
本
に
つ
い
て
、
森
氏
は
「
報
恩
院
は
、
京
都
伏
見
の
醍

醐
五
門
跡
の
一
つ
、
真
言
宗
醍
醐
寺
派
の
報
恩
院
か
」
と
し
て
い
た

が
、
訂
正
を
許
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
報
恩
院
は
奈
良
の
菩
提
山
正

暦
寺
報
恩
院
を
指
す
。
結
論
を
先
に
言
え
ば
、
本
写
本
は
も
と
興
福

寺
な
い
し
そ
の
周
辺
で
懐
実
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

後
、
菩
提
山
正
暦
寺
報
恩
院
↓
仁
和
寺
菩
提
院
↓
柳
原
家
を
経
て
、

岩
瀬
文
庫
の
所
蔵
本
と
な
っ
た
と
言
え
る
。

報
恩
院
は
、
藤
原
兼
家
の
子
で
菩
提
山
正
暦
寺
開
山
の
兼
俊
が
、

別
院
の
自
坊
と
し
て
造
立
し
た
と
さ
れ
、
現
在
も
報
恩
院
跡
に
兼
俊

の
墓
所
お
よ
び
鎌
倉
時
代
後
期
の
十
三
重
石
塔
が
残
る
。
さ
ら
に
報

恩
院
は
、
代
々
真
言
密
教
を
中
心
と
し
た
院
家
で
、
正
願
院
を
除
け

ば
他
の
院
家
の
筆
頭
で
あ
り
、
江
戸
時
代
末
ま
で
正
暦
寺
寺
務
を
と

（
�
）

り
し
き
っ
て
き
た
。
な
お
長
谷
寺
と
同
様
に
、
中
世
の
正
暦
寺
が
興

福
寺
の
有
力
末
寺
だ
っ
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
に
属
す
る
。

中
世
末
期
以
降
、
長
谷
寺
は
興
福
寺
の
支
配
か
ら
離
れ
真
義
真
言

宗
豊
山
派
と
な
る
が
、
一
方
の
正
暦
寺
に
お
い
て
報
恩
院
を
兼
務
し

寺
務
を
執
っ
た
の
は
、
仁
和
寺
菩
提
院
だ
っ
た
。
両
者
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、『
菩
提
山
正
暦
寺
縁
起
書
上
』
に
「
当
寺
者
一
條
院
勅

願
所
也
。
正
暦
三
壬
辰
年
開
基
也
。
元
文
五
年
迄
七
百
四
十
九
年
。

開
山
兼
凌
僧
正
者
法
興
院
摂
政
殿
下
遺
子
也
。
今
院
家
報
恩
院
之
元

祖
也
。
仁
和
寺
菩
提
院
報
恩
院
ヲ

兼
持
故
ニ

菩
提
院
ヲ

為
寺
務
也
」
と

（
�
）

所
見
。
修
験
道
廃
止
令
の
出
さ
れ
た
明
治
五
年
、
仁
和
寺
が
寺
務
職

を
差
し
戻
し
た
た
め
菩
提
院
と
の
本
末
関
係
が
な
く
な
っ
た
の
だ
と

（
�
）

い
う
。

こ
こ
で
築
島
裕
氏
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊

中
古
中
世
篇

第
十
六
巻

聖
徳
太
子
伝
』（
汲
古
書
院
、
平
成
２０
年
）
２１
頁
解
説

を
参
照
す
れ
ば
、
同
文
庫
蔵
『
太
鏡
底
容
抄
』
の
旧
蔵
者
は
「
菩
提
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山
報
恩
院
・
柳
原
庫
・
仁
和
寺
菩
提
院
」
で
あ
り
、「
菩
提
山
／
報

恩
院
」
複
廓
朱
方
印
、「
柳
原
庫
」
陰
刻
朱
方
印
が
巻
一
〜
六
の
各

巻
に
、「
仁
和
寺
／
菩
提
院
」
複
廓
朱
方
印
が
同
書
巻
三
紙
背
に
捺

さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
『
太
鏡
百
錬
抄
』
で
は
「
菩
提
山
報
恩
院
」

お
よ
び
「
柳
□
（
原
）
庫
」
の
二
顆
の
み
が
捺
さ
れ
て
い
る
（
同
書

５
頁
解
説
）。
つ
ま
り
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
太
鏡
底
容
抄
』・『
太

鏡
百
錬
抄
』
の
伝
来
経
路
が
菩
提
山
正
暦
寺
報
恩
院
↓
仁
和
寺
菩
提

院
↓
柳
原
家
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
右
の
事
実
は
す
で
に
牧
野

（
�
）

和
夫
氏
や
近
本
謙
介
氏
も
す
で
に
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
付
言

す
れ
ば
牧
野
氏
は
、
岩
瀬
文
庫
蔵
（
文
亀
二
年
頃
）
写
『
聖
徳
太
子

憲
法
』
に
も
「
柳
原
庫
」「
仁
和
寺
／
菩
提
院
」
の
朱
文
印
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

以
上
の
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
、「
菩
提
山
／
報
恩
院
」
の
印
記
に

特
に
注
意
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
岩
瀬
文
庫
本
の
印
記
は
複
廓
朱

方
印
で
あ
り
、
寸
法
は
四
・
五
糎
、
横
二
・
九
糎
。
寸
法
は
大
東
急

記
念
文
庫
本
『
太
鏡
底
容
抄
』・『
太
鏡
百
錬
抄
』
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
重

な
る
と
判
断
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
印
影
も
一
致
す
る
。
こ
れ
ら
を
考

慮
す
れ
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
の
印
記
「
菩
提
山
／
報
恩
院
」
が
、
菩
提

山
正
暦
寺
報
恩
院
の
そ
れ
を
指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。

右
の
こ
と
が
ら
を
縷
々
指
摘
し
た
の
は
、
説
話
の
流
布
の
問
題
が

こ
こ
に
関
わ
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
長
谷
寺
の
説
話
伝
承
や
そ
れ

に
関
す
る
文
献
が
、
中
世
長
谷
寺
の
本
寺
で
あ
る
興
福
寺
に
伝
わ
っ

て
い
た
例
と
し
て
は
、
鎌
倉
・
長
谷
寺
本
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
や
内

（
�
）

閣
文
庫
本
『
長
谷
寺
蜜
奏
記
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
方
、『
長

谷
寺
験
記
』
に
収
録
さ
れ
る
説
話
が
興
福
寺
周
辺
で
ど
の
程
度
流
布

し
て
い
た
か
は
、
頂
上
仏
説
話
な
ど
い
く
つ
か
の
事
例
は
あ
る
も
の

（
�
）
の
、
資
料
的
制
約
の
関
係
で
従
来
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
岩
瀬
文
庫
本
は
、
奥
書
の
記
述
か
ら
興
福
寺
で
書
写
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
も
「
仍
徒
然
餘
書
之
」
と
い
う

懐
実
の
奥
書
か
ら
は
、
入
唐
し
た
吉
備
大
臣
の
波
瀾
万
丈
の
物
語
が

「
徒
然
」
を
慰
め
る
性
格
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
、
当
初
の
書

写
の
事
情
が
わ
か
る
点
で
価
値
が
高
い
。
さ
ら
に
そ
の
説
話
は
、
興

福
寺
の
末
寺
だ
っ
た
菩
提
山
正
暦
寺
に
伝
わ
っ
た
。
定
圓
は
、
推
測

の
域
を
出
な
い
も
の
の
、
興
福
寺
も
し
く
は
正
暦
寺
の
寺
僧
で
あ

り
、
あ
る
い
は
こ
の
話
を
法
要
の
場
で
語
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
と
の
意
図
を
か
ね
て
小
型
の
料
紙
に
こ
れ
を
書
写
し
た
か
。
そ

れ
が
他
の
聖
教
と
一
括
し
て
後
に
仁
和
寺
菩
提
院
に
も
た
ら
さ
れ
、

柳
原
家
を
経
由
し
て
岩
瀬
文
庫
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。
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四

岩
瀬
文
庫
本
の
引
用
資
料

右
に
試
み
た
復
元
は
、
長
谷
寺
の
説
話
伝
承
の
流
布
の
問
題
と
と

も
に
、
野
馬
台
詩
の
解
読
を
含
め
た
吉
備
大
臣
入
唐
説
話
の
流
布
の

把
握
と
も
関
わ
る
。
し
か
も
岩
瀬
文
庫
本
所
収
の
説
話
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
典
籍
が
引
用
さ
れ
、
し
か
も
そ
こ
に
現
在
散
逸
書
と
な
っ
て
い

る
典
籍
の
逸
文
を
含
む
。
逸
文
の
一
つ
は
、
拙
稿
冒
頭
で
述
べ
た

「
安
居
院
説
草
記
」
で
あ
り
、
安
居
院
流
唱
導
と
吉
備
大
臣
入
唐
説

話
と
の
関
わ
り
を
う
か
が
う
こ
と
も
で
き
る
。
岩
瀬
文
庫
本
『
吉
備

公
伝
ノ
内
』
の
資
料
的
価
値
の
高
さ
は
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
る
。

岩
瀬
文
庫
本
に
は
『
安
居
院
説
草
記
』・『
王
代
記
』・『
菅
家
記
』

・『
菅
家
秘
記
』・『
公
卿
補
任
』・『
江
談
記
』・『
古
今
和
謌
集
九
』・

『
戸
部
抄
』・『
水
鏡
』
の
九
種
の
典
籍
が
引
用
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以

下
、
ま
ず
は
現
存
す
る
『
公
卿
補
任
』・『
江
談
記
』（『
江
談
抄
』）・

『
古
今
和
謌
集
九
』・『
水
鏡
』
に
つ
い
て
本
文
の
比
較
・
検
討
を
行

い
、
そ
の
上
で
残
る
典
籍
の
逸
文
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
な
お
『
菅

家
記
』・『
菅
家
秘
記
』
は
書
名
が
似
て
い
る
上
に
、
引
用
文
中
で
併

記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
両
書
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

（
一
）『
公
卿
補
任
』

（
１
）
本
文
「
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。
王
事
盬
事
ナ
シ
。

鬼
神
何
ソ
伺
来
□
」
に
対
応
す
る
裏
書
「
養
老
二
（
七
一
八
）

十
一
月
帰
朝
」
の
割
注
に
「
公
卿
補
任
云
、
霊
亀
二
（
七
一

六
）
丙
辰
才
八
月
安
倍
仲
麿
遣
唐
大
使
云
々
（
朱
）」

（
２
）
本
文
「
上
件
ノ

事
ヲ

語
テ

歎
ク

」
と
「
代
智
法
師
教
云
ク
」
の
間

に
割
注
と
し
て
「
吉
田
公
卿
補
任
云
、
天
平
七
年
（
七
三

五
）
十
一
月
九
日
吉
備
朝
臣
真
備
帰
朝
云
々
」

『
公
卿
補
任
』
天
平
宝
字
八
年
条
「
吉
備
真
備
」
の
項
に
「
霊
亀

二
年
（
七
一
六
）
従
使
入
唐
。
留
学
受
業
。
我
朝
学
生
播
名
唐
国

者
。
唯
大
臣
及
朝
衡
二
人
而
巳
。（
略
）
天
平
七
年
三
月
随
入
唐
使
。

自
唐
国
至
。
四
月
入
唐
留
学
生
従
五
位
下
下
道
朝
臣
真
備
」
と
所

見
。
岩
瀬
文
庫
本
の
記
述
と
は
、「
霊
亀
二
年
」「
天
平
七
年
」
と
い

う
年
は
一
致
す
る
が
、
真
備
帰
朝
の
月
が
「
十
一
月
」
と
「
三
月
」

と
で
相
違
す
る
な
ど
、
細
か
く
比
較
す
れ
ば
一
致
し
な
い
点
も
多
々

認
め
ら
れ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
こ
の
年
の
遣
唐
大
使
に
任
命
さ
れ
た

の
は
安
倍
安
麻
呂
で
あ
る
が
、
後
に
大
伴
山
守
に
交
替
し
た
（『
続

日
本
紀
』
霊
亀
二
年
八
月
二
十
日
条
お
よ
び
同
年
九
月
四
日
条
）。

し
た
が
っ
て
岩
瀬
文
庫
本
が
「
公
卿
補
任
云
」
と
し
て
示
す
「
霊
亀

二
丙
辰
才
八
月
安
倍
仲
麿
遣
唐
大
使
」
と
い
う
記
述
は
、
史
実
と
一
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致
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
岩
瀬
文
庫
本
が
「
遣
唐
大
使
」
と
記

す
点
に
は
、
仲
麻
呂
を
遣
唐
使
の
主
役
に
押
し
上
げ
る
た
め
の
潤
色

が
加
わ
っ
た
か
。
な
お
阿
倍
仲
麻
呂
（
六
九
八
〜
七
七
〇
）
が
吉
備

真
備
（
六
九
五
〜
七
七
五
）
ら
と
と
も
に
遣
唐
留
学
生
と
な
っ
た
の

は
霊
亀
二
年
で
、
翌
養
老
元
年
出
発
し
て
い
る
（『
国
史
大
辞
典
』

「
遣
唐
使
一
覧
」）。

一
方
、
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
で
は
、
本
文
「
日
本
ニ

ハ
天
平
六
年
、
大
唐
ニ
ハ
開
元
二
十
二
年
」
の
傍
注
に
「
王
代
記

云
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
十
一
月
吉
備
朝
臣
帰
朝
云
々
。
吉
田
公

卿
�
但
之
分
天
平
七
年
（
七
三
五
）
十
一
月
九
日
吉
備
朝
臣
真
備
帰

朝
云
々
」
と
見
え
、
若
干
の
字
句
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
同

内
容
の
記
述
を
載
せ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
検
討
す
る
「
王
代

記
」
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
二
つ
の
写
本
の
記
述
は
ほ
ぼ
一
致

す
る
。
以
上
の
こ
と
が
ら
は
、
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
と

岩
瀬
文
庫
本
と
の
間
に
、
書
承
上
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
）『
江
談
記
』（『
江
談
抄
』）

（
１
）
本
文
「
鬼
答
云
、
我
□
則
貴
下
ト

同
国
同
城
ノ

者
也
。
尋
奉
ル

ヘ
キ
事
□
テ
来
ト
云
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
江
談
記
云
、

鬼
答
云
、
善
事
也
。
我
日
本
遣
唐
使
也
。
故
欲
言
談
如
何

云
々
。
又
我
是
遣
唐
使
某
也
。
我
子
孫
安
倍
氏
侍
哉
云
々
」

（
２
）
本
文
「
吉
備
ヲ
試
ト
ス
ル
ニ

、
楼
上
ニ

文
選
ア
リ
」
に
対
応
す
る
裏

書
に
「
江
談
記
云
、
文
選
上
帙
十
巻
端
ヲ

二
三
枚
許
津
オ々

書

云
々
。
又
云
、
同
記
云
、
文
選
端
オ々

楼
上
ニ

破
散
云
々
」

（
３
）
本
文
「
一
夜
ノ
間
ニ
推
達
シ
テ
、
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ
以
テ
唐
ノ

上
手
ニ

勝
ヌ
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
「
江
談
記
云
、
吉
備

偸
盗
唐
方
黒
石
一
飲
決
勝
負
之
時
、
唐
負
了
。
唐
人
等
云
、

高
名
上
手
ハ
無
勝
負
。
怪
事
ナ
リ
ト
云
、
計
石
数
不
足
。
仍

課
筮
占
之
盗
ト

云
。
在
ト

腹
中
云
互
諍
。
然
テ

令
服
瀉
薬
吉
備
以

上
報
不
瀉
之
。
遂
勝
畢
云
々
」

（
４
）
本
文
「
吉
備
是
ヲ

得
テ

、
局
上
ニ

ヲ

置
テ

、
筒
ヲ

覆
テ

唐
ノ

日
月
ヲ

封
シ

篭
ル

コ
ト
七
ヶ
日
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
「
江
談
記

ト
コ
ロ
ノ

云
、
三
ヶ
日
云
々
。
水
鏡
云
、
十
ヶ
日
許
云
々
。

此
ハ
当
寺
流
記
心
也
。

江
談
記
云
、
棗
筒
・
楓

局
云
々
」（

�
）

右
の
「
江
談
記
」
の
記
述
は
、
類
聚
本
『
江
談
抄
』
第
三
第
１
話

と
対
応
す
る
（
古
本
系
『
江
談
抄
』
に
対
応
す
る
話
は
な
い
）。『
江

談
抄
』
の
本
文
は
や
や
長
文
で
あ
る
た
め
、
右
の
（
１
）
か
ら

（
４
）
に
該
当
す
る
箇
所
の
み
以
下
に
記
す
。
傍
線
部
が
記
述
の
対

応
箇
所
を
指
す
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
傍
注
・
割
注
等
の
本
文
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は
、
以
下
〈

〉
内
に
示
す
。

（
１
）
鬼
云
は
く
、「
尤
も
悦
び
と
為
す
。
我
も
日
本
国
の
遣
唐
使
な

り
。
言
談
承
ら
む
と
欲
ふ
」
と
云
ふ
に
、
吉
備
云
ふ
や
う
、

「
し
か
ら
ば
早
入
れ
。
し
か
ら
ば
鬼
の
形
相
を
停
め
て
来
た
る

べ
き
な
り
」
と
云
ふ
に
随
ひ
て
、
鬼
帰
り
入
り
て
、
衣
冠
を

着
け
て
出
で
来
た
る
に
相
謁
す
る
に
、
鬼
ま
づ
云
は
く
、「
我

も
こ
れ
遣
唐
使
な
り
。
我
が
子
孫
の
安
倍
氏
は
侍
る
や
。
こ

の
事
聞
か
ん
と
欲
ふ
に
、
今
に
叶
は
ぬ
な
り
」（
下
略
）

（
２
）
鬼
約
を
受
れ
、
暦
十
巻
、
与
に
す
な
は
ち
持
ち
来
た
る
。
吉

備
得
て
、
文
選
上
帙
の
一
巻
を
、
端
々
を
三
、
四
枚
づ
つ
書

か
し
め
て
持
ち
た
る
に
、
一
両
日
を
歴
て
、
誦
を
皆
こ
と
ご

と
く
に
成
す
。
侍
者
を
し
て
食
物
を
荷
は
せ
て
、
文
選
を
し

て
楼
に
送
ら
し
め
、
儒
者
一
人
、
勅
使
と
為
り
て
試
み
ん
と

欲
ふ
に
、
文
選
の
端
を
破
り
つ
つ
楼
の
中
に
破
り
散
ら
し
置

き
た
り
。

（
３
）
吉
備
偸
か
に
唐
方
の
黒
石
一
つ
を
盗
み
、
飲
み
了
ん
ぬ
。
勝

負
を
決
せ
ん
と
す
る
間
、
唐
負
け
了
ん
ぬ
。
唐
人
ら
云
は
く
、

「
希
有
の
事
な
り
」
と
。「
極
め
て
怪
し
」
と
云
ひ
て
、
石
を

計
ふ
る
に
黒
石
足
ら
ず
。
よ
り
て
卜
筮
を
課
み
て
占
ふ
に
、

「
盗
み
て
飲
め
り
」
と
云
ふ
。
推
ひ
て
大
い
に
争
ふ
に
、
腹
中

に
在
り
。
し
か
ら
ば
瀉
薬
を
服
せ
し
め
ん
と
て
呵
梨
勒
丸
を

服
せ
し
む
る
も
、
止
む
る
封
を
も
つ
て
瀉
さ
ず
。
遂
に
勝
ち

了
ん
ぬ
。

（
４
）「
も
し
こ
の
土
に
百
年
を
歴
た
る
双
六
の
筒
・

盤
侍
ら
ば
、

申
し
請
け
ん
と
欲
ふ
」
と
云
ふ
に
、
鬼
云
は
く
、「
在
り
」
と

云
ひ
て
求
め
与
へ
し
む
。
ま
た
筒
〈
棗
〉・
盤
〈
楓
〉
な
り
。

を
枰
の
上
に
置
き
て
筒
を
覆
ふ
に
、
唐
土
の
日
月
封
ぜ
ら

れ
て
、
二
、
三
日
ば
か
り
現
れ
ず
し
て
、
上
は
帝
王
よ
り
下

は
諸
人
に
至
る
ま
で
、
唐
土
大
い
に
驚
き
騒
ぎ
、
叫
喚
ぶ
こ

と
隙
な
く
天
地
を
動
か
す
。

比
較
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
細
か
い
表
現
で
一
致
し
な
い
箇

所
は
多
々
あ
る
。
た
だ
文
章
構
成
は
お
お
む
ね
対
応
し
、
類
聚
本

『
江
談
抄
』
と
岩
瀬
文
庫
本
と
の
間
に
、
書
承
上
何
ら
か
の
関
係
が

あ
っ
た
こ
と
を
疑
う
必
要
ま
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
新
日
本
古
典
文

学
大
系
が
底
本
と
し
た
国
文
学
研
究
資
料
館
史
料
館
本
と
は
異
な
る

本
文
を
も
つ
『
江
談
抄
』
の
写
本
が
参
照
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

た
だ
し
明
ら
か
に
逐
語
的
と
は
言
え
な
い
引
用
の
仕
方
は
、
後
述
す

る
『
水
鏡
』
に
つ
い
て
も
確
か
め
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
岩
瀬

文
庫
本
が
引
く
逸
文
は
、
出
典
資
料
に
忠
実
な
本
文
と
は
必
ず
し
も

言
い
切
れ
な
い
が
、
出
典
資
料
そ
の
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
ま
で
は
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疑
わ
な
く
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

と
す
る
な
ら
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
が
引
用
す
る
『
安
居
院
説
草
記
』

・『
戸
部
抄
』・『
菅
家
記
』・『
菅
家
秘
記
』・『
王
代
記
』
と
い
っ
た

散
逸
資
料
も
、
か
つ
て
は
確
実
に
存
在
し
た
と
認
め
て
よ
い
こ
と
に

な
る
。
こ
の
問
題
は
、
特
に
『
安
居
院
説
草
記
』
の
記
述
を
評
価
す

る
際
に
深
く
関
わ
っ
て
く
る
。

（
三
）『
古
今
和
謌
集
九
』

（
１
）
本
文
「
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。
王
事
盬
事
ナ
シ
。

鬼
神
何
ソ
伺
来
□
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
古
今
和
謌
集
九
云
、
安

倍
仲
麿
帰
朝
見
タ
リ

」。

『
古
今
和
歌
集
』
巻
九
・
羇
旅
・
四
〇
六
番
「
あ
ま
の
原
ふ
り
さ

け
見
れ
ば
か
す
が
な
る
み
か
さ
の
山
に
い
で
し
月
か
も
」
を
ふ
ま
え

た
注
記
だ
が
、
や
や
長
文
で
付
さ
れ
る
こ
の
和
歌
の
左
注
に
、
仲
麻

呂
が
帰
朝
し
た
こ
と
は
見
え
な
い
。

史
実
と
し
て
は
仲
麻
呂
は
帰
朝
し
て
お
ら
ず
、
大
暦
五
年
（
宝
亀

元
年
、
七
七
〇
）
唐
土
で
世
を
去
る
。
こ
う
し
た
理
解
が
日
本
に
も

伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
類
聚
本
『
江
談
抄
』
第
三
第
３
話
「
霊

亀
二
年
、
遣
唐
使
と
為
り
、
仲
麿
、
渡
唐
の
後
、
帰
朝
せ
ず
。（
略
）

（
�
）

仲
麿
は
帰
朝
せ
ざ
る
人
な
り
」
と
い
っ
た
用
例
か
ら
う
か
が
え
る
。

し
か
し
先
学
が
す
で
に
論
じ
る
と
お
り
、
仲
麻
呂
が
実
は
帰
朝
し

た
と
い
う
伝
承
も
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
初
見
は
十
二
世
紀
成
立
の

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
四
第
４４
話
で
あ
り
、
右
の
和
歌
を
詠
ん
だ

話
を
記
し
た
上
で
「
此
レ
ハ
、
仲
丸
此
国
ニ
返
テ
語
ケ
ル
ヲ
聞
テ
語

リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
」
と
の
注
記
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
『
弘
安
十
年

古
今
集
歌
注
』
で
は
、
仲
麿
は
帰
国
の
後
に
出
家
し
、
多
武
峰
に
籠

（

）

っ
て
法
名
を
尊
蓮
と
言
っ
た
と
ま
で
記
す
。

で
は
仲
麻
呂
帰
朝
説
の
淵
源
は
何
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳
し

く
検
討
を
加
え
た
荒
木
浩
氏
は
、『
今
昔
物
語
集
』
成
立
時
に
中
世

古
今
集
的
な
理
解
が
入
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
仲
麻
呂

に
つ
い
て
の
唐
土
の
側
の
記
録
で
あ
る
『
新
唐
書
』
の
叙
述
に
そ
の

（

）

源
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ま
ず
『
旧
唐
書
』
巻
一
九

九
に
は
、

其
偏
使
朝
臣
仲
満
、
慕
中
国
之
風
、
因
留
不
去
、
改
姓
名
為
朝

衡
、
仕
歴
左
補
闕
、
儀
王
友
。
衡
留
京
師
五
十
年
、
好
書
籍
、

放
帰
郷
、
逗
留
不
去
。
天
宝
十
二
年
、
又
遣
使
貢
。
上
元
中
、

（

）

擢
衡
為
左
散
騎
常
侍
、
鎮
南
都
護
。

と
あ
り
、
帰
郷
よ
り
書
籍
を
優
先
し
た
た
め
唐
土
を
去
ら
な
か
っ
た

と
記
す
が
、
こ
れ
を
改
変
し
た
『
新
唐
書
』
巻
二
二
〇
で
は
、

其
副
朝
臣
仲
満
慕
華
不
肯
去
、
易
姓
名
曰
朝
衡
、
歴
左
補
闕
、
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儀
王
友
、
多
所
該
識
、
久
乃
還
。
聖
武
死
、
女
孝
明
立
、
改
元

曰
天
平
勝
宝
。
天
宝
十
二
載
、
朝
衡
復
入
朝
。
上
元
中
、
擢
左

（

）

散
騎
常
侍
、
安
南
都
護
。

と
あ
っ
て
、
久
し
く
唐
に
滞
在
し
た
後
帰
国
し
た
が
、
天
宝
十
二
年

（
七
五
三
）
に
「
朝
衡
」（
仲
麻
呂
）
は
再
び
入
朝
し
た
、
言
い
換
え

れ
ば
仲
麻
呂
は
一
時
的
に
本
朝
に
帰
国
し
て
い
た
と
し
か
解
釈
で
き

な
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
文
献
上
の
明
徴
を
ふ
ま
え
た
上
で

荒
木
氏
は
、

十
二
世
紀
以
降
の
日
本
で
は
、『
新
唐
書
』
と
い
う
、
今
来
の

中
国
の
正
史
に
由
来
す
る
権
威
あ
る
貴
重
な
情
報
源
を
根
拠

に
、
阿
倍
仲
麻
呂
が
、
実
は
吉
備
真
備
の
よ
う
に
、
ひ
と
た
び

は
帰
国
し
て
い
た
の
だ
、
と
い
う
新
説
に
魅
了
さ
れ
る
。

と
指
摘
す
る
。
従
う
べ
き
見
解
と
考
え
る
。
関
連
し
て
荒
木
氏
は
、

『
土
佐
日
記
』
で
「
昔
、
阿
倍
仲
麻
呂
と
い
ひ
け
る
人
は
、
唐
土
に

わ
た
り
て
、
帰
り
来
け
る
時
に
」
と
記
す
個
所
に
つ
き
、
為
家
自
筆

本
の
み
「
か
へ
り
き
に�

け
る
と
き
」
と
あ
る
ら
し
い
こ
と
（
原
本
の

影
印
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
異
文
に
つ
い
て
自
分
の
目
で
は

確
認
で
き
な
い
）
等
を
含
め
、
仲
麻
呂
帰
朝
説
に
つ
い
て
詳
し
く
考

察
を
加
え
る
が
、
詳
細
は
氏
の
論
考
に
よ
ら
れ
た
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
中
世
以
降
、
仲
麻
呂
帰
朝
説
が
諸
文
献
に
散
見
す
る
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
そ
の
新
た
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
岩
瀬
文
庫
本
の
記

述
は
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
四
）『
水
鏡
』

（
１
）
本
文
「
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。
王
事
盬
事
ナ
シ
。

鬼
神
何
ソ
伺
来
□
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
水
鏡
云
、
宝
亀

十
年
仲
麿
唐
□
シ
テ

死
ト

云
」

（
２
）
本
文
「
吉
備
是
ヲ

得
テ

、
局
上
ニ

ヲ

置
テ

、
筒
ヲ

覆
テ

唐
ノ

日
月
ヲ

封
シ

篭
ル

コ
ト
七
ヶ
日
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
「
水
鏡
云
、

十
ヶ
日
許
云
々
。
此
ハ
当
寺
流
記
心
也
」

（
１
）
に
つ
い
て
は
『
水
鏡
』
光
仁
天
皇
条
に
「
同
十
年
（
宝
亀

十
年
、
七
七
九
）
五
月
に
あ
べ
の
な
か
ま
ろ
、
も
ろ
こ
し
に
て
う
せ

に
け
り
と
聞
え
侍
り
き
」、（
２
）
に
つ
い
て
は
『
水
鏡
』
聖
武
天
皇

条
に
「
同
七
年
吉
備
の
大
臣
も
ろ
こ
し
に
と
ゞ
め
ら
れ
て
、
日
月
を

ふ
ん
じ
た
り
け
れ
ば
、
十
日
ば
か
り
世
中
く
ら
く
な
り
に
け
り
。
此

事
を
う
ら
な
は
し
め
け
る
に
、
日
本
国
の
人
を
と
ゞ
め
か
へ
さ
ゞ
る

に
よ
り
て
、
秘
術
を
も
ち
て
日
月
を
か
く
せ
る
な
り
と
申
け
れ
ば
、

此
国
へ
か
へ
り
き
た
れ
り
し
也
」
と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
本

文
が
確
認
で
き
る
。
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（
五
）『
安
居
院
説
草
記
』

（
１
）
本
文
「
鬼
答
云
、
我
□
則
貴
下
ト

同
国
同
城
ノ

者
也
。
尋
奉
ル

ヘ
キ
事
□
テ
来
ト
云
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
安
居
院
説
草

記
云
、
我
是
日
本
国
長
安
城
者
也
」

『
安
居
院
説
草
記
』
は
散
逸
書
で
あ
る
が
、
そ
の
書
名
が
『
長
谷

寺
験
記
』
下
巻
第
１
話
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ

（

）

て
い
る
。
本
話
は
、
信
濃
国
の
「
白
介
ノ
翁
」
な
る
人
物
が
孝
養
の

た
め
新
長
谷
寺
を
創
建
す
る
ま
で
の
経
緯
を
述
べ
た
話
で
、「
安
居

院
説
草
記
」
の
逸
文
が
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
で
二
箇

（

）

所
、
前
田
尊
経
閣
本
で
三
箇
所
引
用
さ
れ
る
。
以
下
、（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）

で
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
（
ほ
ぼ
同
じ
本
文
が
尊
敬
閣
本

に
も
所
見
）、（
Ⅲ
）
で
尊
経
閣
本
の
逸
文
を
示
す
。

（
Ⅰ
）
右
の
話
の
中
で
、
善
光
寺
如
来
の
化
現
し
た
僧
が
「
我
朝
大

和
国
泊
瀬
寺
ト
云
所
ハ
功
徳
成
就
之
地
ト
シ
テ
、
生
身
十
一

面
観
自
在
菩
薩
、
鎮
ニ
衆
生
ヲ
利
ス
ル
砌
ナ
リ
」
と
語
る
場

面
が
あ
る
。
そ
の
「
生
身
十
一
面
観
自
在
菩
薩
」
に
つ
い
て
、

総
本
山
長
谷
寺
本
の
傍
注
に
「
安
居
院
説
草
記
ニ
ハ
十
一
面

之
三
字
ナ
シ
。
此
ハ
新
長
谷
寺
之
縁
起
ニ
テ
云
」
と
見
え
る
。

（
Ⅱ
）
本
話
に
は
、「
白
介
ノ
翁
」
が
妻
（
鎮
守
瀧
蔵
権
現
の
化
現
）

を
「
領
家
蘇
我
蝦
夷
」
に
横
取
り
さ
れ
そ
う
に
な
る
が
、
童

（
長
谷
山
口
神
の
化
現
）
が
連
れ
て
き
た
老
翁
が
相
撲
の
勝
負

に
勝
ち
、
難
を
逃
れ
る
逸
話
も
記
さ
れ
る
。
こ
の
老
翁
の
正

体
に
つ
い
て
、
総
本
山
長
谷
寺
本
は
「
近
江
国
高
嶋
郡
太
山

寺
之
大
門
之
右
之
二
王
ト
見
ナ
シ
ヌ
」
と
記
し
、
そ
の
傍
注

と
し
て
「
安
居
院
説
草
云
、
長
谷
寺
大
門
二
王
云
々
。
或
観

音
験
記
云
、
近
江
国
モ
リ
山
之
二
王
云
々
。
本
ハ
彼
寺
縁
起

之
心
也
」
と
記
す
。

（
Ⅲ
）
妻
（
瀧
蔵
権
現
）
が
形
見
と
し
て
残
し
た
左
手
に
つ
い
て
、

「
此
色
変
ズ
ル
コ
ト
、
安
居
院
説
草
ニ
ナ
シ
。
同
記
ニ
云
ク
、

手
箱
ノ
中
御
手
ヲ
以
テ
カ
ノ
寺
ノ
鎮
守
ト
イ
ハ
イ
タ
テ
マ
ツ

ル
ト
云
々
」
と
記
す
。

こ
の
よ
う
に
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
『
安
居
院
説
草
記
』
の
逸
文

と
岩
瀬
文
庫
本
の
逸
文
と
は
、
当
然
な
が
ら
本
文
が
異
な
る
。
し
た

が
っ
て
岩
瀬
文
庫
本
の
記
述
は
、「
安
居
院
説
草
記
」
に
つ
い
て
新

た
な
情
報
を
提
供
す
る
逸
文
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

付
言
す
れ
ば
、
書
名
が
完
全
に
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、『
上

（
澄
歟
）

宮
太
子
拾
遺
記
』
裏
書
に
「
朝
憲
法
印
説
草
云
、
賜
二

八
葉
識
冠
一

（

）

號
二

大
識
冠
一云
云
。
周
公
且
。
邵
公
奭
。
成
王
相
也
。
毛
詩
ニ

見
タ
リ

」

（
澄
歟
）

と
あ
る
。
確
言
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
右
の
「
朝
憲
法
印
説

草
」
が
『
安
居
院
説
草
記
』
と
同
じ
書
を
指
す
可
能
性
は
念
頭
に
お
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く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

右
の
こ
と
が
ら
に
加
え
、
こ
こ
に
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
は
、
澄

憲
な
い
し
そ
の
流
れ
を
汲
む
唱
導
僧
に
よ
っ
て
、
か
の
野
馬
台
詩
の

逸
話
を
含
む
吉
備
大
臣
入
唐
説
話
が
語
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
想
定

さ
れ
て
く
る
点
で
あ
る
。
か
つ
て
小
峯
和
明
氏
は
、
澄
憲
の
『
転
法

輪
鈔
』
に
散
見
す
る
「
百
王
」
の
語
の
検
討
を
通
じ
て
、「
百
王
思

想
と
『
野
馬
台
詩
』
の
つ
な
が
り
を
澄
憲
も
ま
た
意
識
し
て
い
た
よ

（

）

う
に
想
像
さ
れ
る
」
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
小
峯
氏
の
論
考
で

は
、
右
の
仮
説
を
裏
付
け
る
傍
証
が
示
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
が
、
岩
瀬
文
庫
本
の
「
安
居
院
説
草
記
云
、
我
是
日
本
国
長
安

城
者
也
」
と
い
う
一
文
は
、
短
い
記
述
で
は
あ
る
も
の
の
、
吉
備
大

臣
入
唐
説
話
の
享
受
の
広
が
り
に
つ
い
て
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も

の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
が
引
く
逸
文
は
、
出
典

資
料
に
忠
実
な
本
文
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
出
典
資
料
そ
の
も
の

が
存
在
し
た
こ
と
ま
で
は
疑
わ
な
く
て
も
よ
い
と
し
た
先
の
検
討
を

あ
わ
せ
て
想
起
さ
れ
た
い
。

（
六
）『
王
代
記
』

（
１
）
本
文
「
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。
王
事
盬
事
ナ
シ
。

鬼
神
何
ソ
伺
来
□
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
王
代
記
云
、
致

仕
右
大
臣
正
二
位
勲
二
等
吉
備
朝
臣
真
備
遣
唐
副

使

。
銀
青
光
禄

安
部
朝
臣
衡
。
或
云
、
衡
尉
安
倍
朝
臣
比
羅
云
々
〈
舒
明
天
皇

岡
本
帝
御
時
也
イ
此
説
吉
也
（
朱
）〉。
又
云
仲
麿
。
但
真
備

者
元
正
天
皇
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
丙
辰
遣
唐
使
年
十

九
□
麿
之
例
。
養
老
二
（
七
一
八
）
十
一
月
帰
朝
云
々
」

（
２
）
本
文
「
上
件
ノ

事
ヲ

語
テ

歎
ク

」
と
「
代
智
法
師
教
云
ク
」
の
間

に
割
注
と
し
て
「
王
代
記
云
、
養
老
□
年
十
一
月
吉
備
朝
臣

帰
朝
云
々
」

山
下
哲
郎
氏
は
『
平
家
物
語
』
等
の
軍
記
物
語
と
年
代
記
と
の
相

互
関
係
を
考
察
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
、『
皇
代
記
』・『
年

号
次
第
』・『
奈
良
年
代
記
』
等
の
年
代
記
七
十
九
点
の
成
立
年
代
順

（

）

一
覧
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
新
校
群
書
類
従
第
二

巻
や
続
群
書
類
従
第
二
十
九
輯
上
・
下
、
改
訂
史
籍
集
覧
第
一
・
十

八
冊
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
本
文
が
容
易
に
披

見
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
閲
覧
可
能
な
文
献
類
と
比
較
す
る
か

ぎ
り
に
お
い
て
、
岩
瀬
文
庫
本
の
記
述
と
重
な
る
も
の
は
管
見
に
入

ら
な
い
。

山
下
氏
の
示
し
た
一
覧
に
従
え
ば
、
そ
も
そ
も
『
王
代
記
』
と
い

う
書
名
を
も
つ
典
籍
で
成
立
が
最
も
古
い
の
は
、
平
泉
澄
氏
旧
蔵

『
王
代
記
』
お
よ
び
『
東
寺
王
代
記
』（
と
も
に
一
三
七
一
〜
一
三
八
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（

）

一
年
成
立
）
で
あ
る
。
し
か
し
「
王
代
記
」
の
名
は
鎌
倉
末
期
書
写

の
総
本
山
長
谷
寺
本
『
長
谷
寺
験
記
』
に
見
え
て
い
る
の
で
、
こ
ち

ら
の
方
が
成
立
は
早
い
こ
と
に
な
る
。

一
方
、『
宋
史
』
巻
四
九
一
の
日
本
伝
に
は
、
雍
熙
元
年
（
九
八

四
）、
奝
然
が
入
宋
し
た
際
に
『
王
年
代
紀
』
一
巻
を
献
じ
た
こ
と

と
、
日
本
の
歴
代
天
皇
や
地
理
・
入
唐
僧
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ

（

）
る
。
そ
こ
に
も
仲
麻
呂
や
真
備
に
関
わ
る
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
だ

が
『
王
年
代
紀
』
と
い
う
『
王
代
記
』
と
似
た
書
名
の
典
籍
が
平
安

中
期
に
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
現
在
は
伝
わ
ら
な
い

『
王
代
記
』
が
存
在
し
、
総
本
山
長
谷
寺
本
『
長
谷
寺
験
記
』
や
岩

瀬
文
庫
本
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
で
参
照
・
引
用
さ
れ
た
可
能
性
を
想

定
す
べ
き
と
こ
ろ
か
。
こ
の
こ
と
は
、
真
備
の
入
唐
に
つ
い
て
記
す

『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
１
話
に
「
日
本
ニ
ハ
天
平
六
年
、
大
唐
ニ

ハ
開
元
二
十
二
年
〈
甲
戌
〉
歳
」
と
見
え
、
和
漢
の
年
号
を
対
照
さ

せ
た
資
料
が
『
長
谷
寺
験
記
』
編
者
の
手
元
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ

（

）

る
こ
と
か
ら
も
、
間
接
的
に
傍
証
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
こ
こ
で
言
え
る
の
は
、『
長
谷
寺
験
記
』
の
編
纂
と
享

受
の
双
方
の
場
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
年
代
記
の
類
が
参
照
可
能
で

あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
右
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、『
王
代

記
』
か
ら
豊
富
な
記
述
を
引
用
す
る
岩
瀬
文
庫
本
の
価
値
は
大
き

い
。岩

瀬
文
庫
本
の
記
す
『
王
代
記
』
逸
文
の
内
容
に
つ
き
若
干
付
言

す
れ
ば
、
岩
瀬
文
庫
本
に
「
銀
青
光
禄
安
部
朝
臣
衡
。
或
云
、
衡
尉

安
倍
朝
臣
比
羅
云
々
」
と
あ
る
の
は
、
唐
で
朝
衡
と
称
し
た
仲
麿

（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
、『
新
唐
書
』
巻
二
二
〇
）
を
指
す
と
解

釈
で
き
る
。
銀
青
光
禄
は
従
三
位
の
唐
名
で
あ
る
が
、
仲
麻
呂
は
唐

で
左
散
騎
常
侍
に
任
じ
ら
れ
（『
旧
唐
書
』
巻
一
九
九
上
、『
新
唐

書
』
巻
二
二
〇
）、
こ
の
左
散
騎
常
侍
の
位
が
従
三
品
に
相
当
す
る

（『
唐
六
典
』
巻
八
）。「
銀
青
光
禄
」
と
い
う
記
述
は
こ
の
こ
と
と
関

わ
る
か
。

ま
た
真
備
が
は
じ
め
て
入
唐
し
た
時
の
遣
唐
副
使
は
藤
原
馬
養

（『
国
史
大
辞
典
』「
遣
唐
使
一
覧
」）
だ
っ
た
が
、
二
度
目
の
入
唐
を

果
た
し
た
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
に
は
遣
唐
副
使
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
岩
瀬
文
庫
本
に
「
吉
備
朝
臣
真
備
〈
遣
唐
副
使
〉」
と
あ

る
の
は
史
実
に
そ
く
し
て
い
る
。

た
だ
し
岩
瀬
文
庫
本
が
「
但
真
備
者
元
正
天
皇
霊
亀
二
年
（
七
一

六
）
丙
辰
遣
唐
使
年
十
九
□
麿
之
例
。
養
老
二
十
一
月
帰
朝
云
々
」
と
し

て
、
真
備
帰
朝
の
年
を
養
老
二
年
（
七
一
八
）
と
記
す
の
は
史
実
に

合
わ
な
い
。
霊
亀
二
年
に
入
唐
し
た
真
備
が
、
約
二
十
年
に
及
ぶ
在

唐
を
終
え
て
帰
国
し
、
多
く
の
典
籍
や
楽
器
・
兵
具
を
朝
廷
に
献
上
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し
た
の
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
こ
と
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』

同
年
四
月
二
十
六
日
条
）。

（
七
）『
菅
家
記
』
お
よ
び
『
菅
家
秘
記
』

（
１
）
本
文
「
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。
王
事
盬
事
ナ
シ
。

鬼
神
何
ソ
伺
来
□
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
菅
家
秘
記
云
、

安
倍
仲
麿
者
文
武
天
皇
即
位
二
年
戊
戌
歳
月
日
生
ス
。
霊
│
二

年
丙
辰
歳
正
月
廿
五
日
奉
勅
渡
唐
。
則
唐
人
召
篭
仲
丸
、
不
施

食
物
。
自
同
年
秋
之
比
、
成
生
霊
隠
形
躰
常
現
鬼
形
、
害
人
。

養
老
七
年
癸
亥
才
二
月
□
吉
備
又
渡
唐
。
則
又
召
篭
吉
備
ヲ

仲

丸
常
来
テ

言
談
乃
至
天
平
七
年
乙
亥
才
十
一
月
日
吉
備
帰
朝
ス

。」

（
２
）
右
と
同
じ
裏
書
に
「
菅
家
記
ニ
ハ

唐
ニ
テ

薨
ス
ト
見

不
審
也
。

宝
亀
元
庚
戌
才
仲
麿
遇
永
忠
僧
都
〈
日
本
人
也
。（
朱
）〉
改

邪
心
於
大
唐
滅
尽
ス

。
年
七
十
三
。
同
一
年
辛
亥
才
十
月
二

日
吉
備
於
日
本
薨
。
生
年
八
十
二
云
々
。
已
上
、
菅
家
秘
記
意

也
」

（
３
）
本
文
「
一
夜
ノ
間
ニ
推
達
シ
テ
、
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ
以
テ
唐
ノ

上
手
ニ

勝
ヌ
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
「
菅
家
記
云
、
以
白

石
擬
唐
方
以
黒
石
擬
日
本
云
々
」

（
４
）
本
文
「
日
本
国
南
都
元
興
寺
ノ
僧
代
智
法
師
」
の
割
注
と
し

て
「
菅
家
記
云
、
南
都
興
福
寺
僧
、
大
智
云
々
。
基
長
卿

云
帰
朝
後
住
興
福
寺
。
大
与
代
二
字
頗
不
審
也
。
但
代
字
ハ

多
本
ニ
ア
リ
云
々
」

（
５
）
本
文
「
我
ハ

是
長
谷
寺
ヨ
リ
ノ
御
使
也
ト
云
テ
術
ヲ

教
」
に
対

応
す
る
注
記
と
し
て
「
菅
家
記
云
、
十
六
七
才
ノ

童
子
一
人

来
テ

告
曰
、
我
是
長
谷
寺
観
音
也
。
謂
二

応
祈
念
来
ト一

而
教
術
芸

云
々
」

（
６
）
本
文
「
吉
備
是
ヲ

得
テ

、
局
上
ニ

ヲ

置
テ

、
筒
ヲ

覆
テ

唐
ノ

日
月
ヲ

封
シ

篭
ル

コ
ト
七
ヶ
日
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し
て
「
江
談
記

ト
コ
ロ
ノ

云
、
三
ヶ
日
云
々
。
水
鏡
云
、
十
ヶ
日
許
云
々
。

此
ハ
当
寺
流
記
心
也
。

江
談
記
云
、
棗
筒
・
楓

局
云
々
。
菅
家
記
同
之
」

（
７
）
本
文
「
当
寺
ノ
流
記
ニ

見
タ
ル
ヲ
ヤ
」
に
対
応
す
る
注
記
と
し

て
「
菅
家
記
云
、
天
平
七
年
十
一
月
吉
備
朝
臣
真
備
帰
朝

云
々
」

先
述
し
た
と
お
り
、『
菅
家
記
』
と
『
菅
家
秘
記
』
は
書
名
が
似

て
い
る
上
に
、（
２
）
の
よ
う
に
併
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。
両
書
は
い
ず
れ
も
散
逸
書
で
あ
る
が
、『
長

谷
寺
験
記
』
上
巻
第
１
話
を
収
録
す
る
諸
本
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
同

じ
書
名
が
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
上
記
の
う
ち
（
１
）
は
総

本
山
長
谷
寺
蔵
天
正
十
五
年
写
本
、（
４
）（
７
）
は
『
長
谷
寺
験
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記
』
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
に
対
応
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
Ⅰ
）
本
文
「
吉
備
大
臣
」
の
傍
注
に
「
菅
家
秘
記
云
、
養
老
七
年

〈
癸
〉
二
月
二
日
吉
備
入
唐
ト
云
云
」。

（
Ⅱ
）
本
文
「
代
智
」
の
傍
注
に
「
菅
家
記
云
、
南
都
興
福
寺
僧
、

大
智
云
々
。
基
長
卿
帰
朝
後
住
興
福
寺
。
大
与
代
頗
不
審
也
。

只
代
字
多
本
ア
リ
」。

（
Ⅲ
）
本
文
「
当
寺
流
記
ニ
見
タ
ル
也
」
の
割
注
に
「
菅
家
記
云
、

天
平
七
年
十
一
月
吉
備
朝
臣
於
真
備
帰
朝
云
々
」。

（
１
）
と
（
Ⅰ
）、（
４
）
と
（
Ⅱ
）、（
７
）
と
（
Ⅲ
）
の
間
に
内

容
的
な
齟
齬
は
な
く
、
書
承
上
な
ん
ら
か
の
交
渉
が
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
。
と
同
時
に
、
総
本
山
長
谷
寺
が
所
蔵
す
る
諸
本
と
比
較

す
る
と
、
岩
瀬
文
庫
本
が
『
菅
家
記
』
お
よ
び
『
菅
家
秘
記
』
に
つ

い
て
か
な
り
豊
富
な
叙
述
を
も
つ
こ
と
も
た
だ
ち
に
見
て
と
れ
る
。

（

）

特
に
（
２
）「
宝
亀
元
庚
戌
才
仲
麿
遇
永
忠
僧
都
〈
日
本
人
也
。

（
朱
）〉
改
邪
心
於
大
唐
滅
尽
ス

。
年
七
十
三
」
と
い
っ
た
記
述
は
、

ま
っ
た
く
新
た
な
情
報
を
提
供
す
る
逸
文
と
し
て
興
味
を
ひ
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
『
菅
家
記
』
と
『
菅
家
秘
記
』
の
記
述

が
、
吉
備
大
臣
入
唐
説
話
に
対
す
る
注
釈
的
な
意
味
を
に
な
っ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
の
中
で
特
に
意
を
用
い
て
い
る
の
は
、

（
１
）（
２
）
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
『
菅
家
記
』・『
菅
家
秘
記
』
だ

け
で
な
く
、『
王
代
記
』・『
公
卿
補
任
』・『
水
鏡
』・『
古
今
和
謌
集
』

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
引
用
す
る
。
な
ぜ
な
の
か
。

私
見
を
示
せ
ば
、
真
備
が
入
唐
し
、
鬼
と
な
っ
た
仲
麻
呂
と
邂
逅

す
る
こ
と
で
次
々
と
危
地
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
の
話
は
、
い
っ
た

い
い
つ
の
で
き
ご
と
な
の
か
と
い
う
関
心
が
、
多
数
の
文
献
を
駆
使

し
た
右
の
注
釈
的
文
章
の
作
成
を
促
し
た
と
考
え
る
。

史
実
と
し
て
は
、
仲
麻
呂
と
真
備
は
同
じ
年
に
入
唐
し
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
根
本
的
な
矛
盾
が
生
じ
る
。
仲
麻
呂
が
真
備
よ

り
は
る
か
以
前
に
入
唐
し
、
幽
閉
さ
れ
、
鬼
と
な
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
そ
も
そ
も
話
が
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
で
は
両
人
が
入

唐
し
た
の
は
い
つ
な
の
か
。
ど
こ
で
い
つ
亡
く
な
っ
た
の
か
。
こ
う

し
た
関
心
が
あ
れ
ば
、『
菅
家
秘
記
』
の
次
の
よ
う
な
叙
述
は
見
逃

せ
な
い
こ
と
に
な
る
。

菅
家
秘
記
云
、
安
倍
仲
麿
者
文
武
天
皇
即
位
二
年
戊
戌
歳
月
日

生
ス
。
霊
│
二
年
丙
辰
歳
正
月
廿
五
日
奉
勅
渡
唐
。
則
唐
人
召

篭
仲
丸
、
不
施
食
物
。
自
同
年
秋
之
比
、
成
生
霊
隠
形
躰
常
現

鬼
形
、
害
人
。
養
老
七
年
癸
亥
才
二
月
□
吉
備
又
渡
唐
。

霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に
ま
ず
仲
麻
呂
が
入
唐
し
た
。
し
か
し
食

べ
物
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
仲
麻
呂
は
、
そ
の
年
の
秋
に
「
成
生
霊

隠
形
躰
常
現
鬼
形
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
養
老
七
年
（
七
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二
三
）
に
真
備
が
入
唐
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
話
は
養
老
七
年

以
降
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

右
の
解
釈
は
、
あ
る
意
味
で
は
理
屈
が
通
っ
て
い
る
が
、
す
べ
て

の
疑
問
が
氷
解
す
る
わ
け
で
は
な
い
。『
王
代
記
』
逸
文
の
一
部
か

と
思
わ
れ
る
文
章
や
『
公
卿
補
任
』
に
は
、
真
備
が
遣
唐
使
に
な
っ

た
の
が
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
で
は
考
証
が
ふ
り
だ
し
に
戻
っ
て
し
ま
う
。

と
す
れ
ば
『
菅
家
秘
記
』
の
説
は
や
は
り
採
ら
な
い
方
が
よ
い
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、「
銀
青
光
禄
安
部
朝
臣
衡
。
或
云
、
衡

尉
安
倍
朝
臣
比
羅
云
々
」
と
い
う
箇
所
に
付
さ
れ
た
「
舒
明
天
皇
岡

（

）

本
帝
御
時
也
イ
此
説
吉
也
（
朱
）」
と
い
う
異
本
注
記
な
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
舒
明
天
皇
（
？
〜
六
四
一
）
の
御
代
に
は
、
第
一
回
の

遣
唐
使
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
仲
麻
呂
が
こ
の
時
に
入

唐
し
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に
真
備
が

遣
唐
使
に
な
っ
た
こ
と
と
も
、
鬼
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
仲
麻
呂

と
唐
で
出
会
っ
た
こ
と
と
も
、
矛
盾
は
生
じ
な
く
な
る
。
現
代
か
ら

見
れ
ば
荒
唐
無
稽
な
説
で
あ
る
こ
と
は
無
論
だ
が
、
こ
れ
が
最
も
納

得
で
き
る
解
釈
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
此
説
吉
也

（
朱
）」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、
こ
の
注
記
を
書
き
加
え
た
人
物
の
、

こ
れ
で
よ
い
と
得
心
す
る
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
吉
備
大
臣
の
説
話
に
対
す
る
こ
う
し
た
関
心

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
を
引
き
寄
せ
、
岩
瀬
文
庫
本
の
よ
う
な
体
裁

が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
叙
述
の
態
度
は
、

『
安
居
院
説
草
記
』・『
王
代
記
』・『
菅
家
記
』・『
菅
家
秘
記
』・『
戸

部
抄
』
と
い
っ
た
多
く
の
貴
重
な
散
逸
資
料
を
記
し
と
ど
め
る
結
果

へ
と
つ
な
が
り
、
岩
瀬
文
庫
本
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。

（
八
）『
戸
部
抄
』

（
１
）
本
文
「
鬼
答
云
、
我
□
則
貴
下
ト

同
国
同
城
ノ

者
也
。
尋
奉
ル

ヘ
キ
事
□
テ
来
ト
云
」
に
対
応
す
る
裏
書
に
「
戸
部
抄
云
、

我
是
日
本
遣
唐
使
安
倍
仲
丸
也
云
々
」

（
２
）
本
文
「
今
貴
下
ニ

ア
ヒ
奉
、
実
ニ

悦
ト
ス
。
サ
テ
モ
我
子
孫
ハ

ア
リ
ヤ
ト
問
」
の
傍
注
と
し
て
「
戸
部
抄
云
、
我
子
孫
官
位

昇
進
而
有
哉
云
々
（
朱
）」

『
戸
部
抄
』
も
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
典
籍
で
あ
る
が
、
残
念
な

が
ら
考
察
の
手
が
か
り
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
す

る
。
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五

ま
と
め
に
か
え
て

以
上
、
岩
瀬
文
庫
本
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
の
伝
来
や
引
用
文
献
等

を
中
心
に
検
討
し
た
。
拙
著
の
遺
漏
を
い
さ
さ
か
な
り
と
も
補
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
本
写
本
が
こ
の
た
び

改
め
て
公
に
な
る
こ
と
で
、
学
界
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た

い
。最

後
に
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
を
書
く
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
熊
本
大
学
名
誉
教
授
の
森
正
人
氏
か
ら
の
御
示
教
に
よ
る
。

こ
こ
に
改
め
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
注
に
記
し
た
も
の
の
他
、
引
用
・
参
照
し
た
文
献
は
次
の
と
お
り
。

『
続
日
本
紀
』『
公
卿
補
任
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
、『
唐
六
典
』
は

欽
定
四
庫
全
書
、『
水
鏡
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
今
昔
物
語
集
』

・『
江
談
抄
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
土
佐
日
記
』
は
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
、『
古
今
和
歌
集
』
は
新
編
国
歌
大
観
、『
長
谷
寺
験

記
』
の
う
ち
総
本
山
長
谷
寺
蔵
鎌
倉
末
期
写
本
・
同
天
正
十
五
年
写

本
）
は
筆
者
編
『『
長
谷
寺
験
記
』
注
釈
稿
』（
平
成
２５
年
度
大
阪
大
谷

大
学
特
別
研
究
費
研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
２６
年
）、
前
田
尊
経
閣
本

は
永
井
義
憲
氏
「
安
居
院
説
草
記
に
つ
い
て
│
散
佚
説
話
集
ノ
ー
ト

│
」（『
説
話
・
物
語
論
集
』
６
、
昭
和
５３
年
５
月
）。

注（
１
）
「『
長
谷
寺
験
記
抄
』
解
題
・
翻
刻
・
校
異
」（『
仁
和
寺
資
料

第

三
集
【
縁
起
篇
】』
名
古
屋
大
学
比
較
人
文
学
研
究
年
報
（
二
〇
〇

二
年
）、
平
成
１５
年
３
月
）。
な
お
長
谷
信
仰
に
関
わ
る
文
献
と
懐
中

本
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
黒
田
彰
氏
「
長
谷
聞
書
の
こ
と
│
場

の
物
語
と
説
草
│
」『
中
世
説
話
の
文
学
史
的
環
境

続
』
和
泉
書

院
、
平
成
７
年
、
初
出
平
成
６
年
）
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
大
原
弘
信
氏
・
大
原
真
弓
氏
「
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
」（『
正
暦

寺
一
千
年
の
歴
史
』
正
暦
寺
、
平
成
４
年
、
１６
頁
）

（
３
）
引
用
は
、
注
（
２
）
前
掲
書
２６６
頁
に
よ
る
。

（
４
）
注
（
２
）
大
原
氏
論
文
４８
頁
お
よ
び
同
書
３１１
頁
「
正
暦
寺
略
年

表
」
参
照
。

（
５
）
牧
野
氏
「
中
世
の
聖
徳
太
子
伝
記
・
注
釈
書
の
世
界
か
ら
│
中
世

の
学
問
│
」（『
中
世
の
説
話
と
学
問
』
和
泉
書
院
、
平
成
３
年
、
初

出
昭
和
６３
年
）、
近
本
氏
「『
和
州
橘
寺
勧
進
帳
』
解
題
・
翻
刻
」

（
注
１
前
掲
『
仁
和
寺
資
料

第
三
集
【
縁
起
篇
】』
８３
頁
）
参
照
。

（
６
）
拙
著
『
中
世
長
谷
寺
の
歴
史
と
説
話
伝
承
』
７４７
〜
７５３
頁
、
内
田
澪

子
氏
「
内
閣
文
庫
本
『
長
谷
寺
蜜
奏
記
』
│
翻
刻
と
解
説
│
」（『
国

文
論
叢
』
３２
、
平
成
１４
年
８
月
）
参
照
。

（
７
）
注
（
６
）
拙
著
５６５
〜
５６７
頁
参
照
。

（
８
）
『
江
談
抄
』
の
書
名
を
「
江
談
記
」
と
記
し
て
引
用
す
る
点
に
つ

い
て
は
、『
顕
真
得
業
口
決
抄
』
に
「
江
談
記
云
、
二
句
八
字
ト
云

テ
、
丙
毛
槐
林
吉
切
槐
林
云
云
（
略
）
江
談
記
、
丙
毛
槐
林
吉
切
槐

林
云
事
、
大
不
審
也
」、
お
よ
び
『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
裏
書
に
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（
マ
マ
）

「
江
談
記
云
、
両
毛
槐
林
吉
切
槐
林
云
事
、
大
不
審
也
」
と
見
え
、

類
聚
本
『
江
談
抄
』
巻
一
第
４１
話
「
丙
毛
槐
林
〈
吉
切
槐
林
。
こ
れ

守
屋
の
大
臣
の
頸
を
切
る
な
り
〉」
の
一
節
が
引
用
さ
れ
て
い
る
例

が
あ
る
。
引
用
は
、『
顕
真
得
業
口
決
抄
』
が
大
日
本
仏
教
全
書
・

七
十
一
（
史
伝
部
十
）
３０３
頁
、『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
が
校
刊
美

術
史
料
寺
院
篇
中
巻
１１５
頁
に
よ
る
。

（
９
）
た
だ
し
こ
の
一
条
は
、
末
尾
に
「
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
三

月
、
あ
る
人
師
遠
に
問
へ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
匡
房
没
後
の
記
事

で
あ
る
。
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
江
談
抄

中
外
抄

富
家
語
』

７１
頁
脚
注
参
照
。

（
１０
）
本
文
は
、
片
桐
洋
一
氏
『
中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
（
二
）』（
赤

尾
照
文
堂
、
昭
和
４８
年
）
３８６
頁
に
よ
る
。

（
１１
）
「
か
へ
り
き
に
け
る
阿
倍
仲
麻
呂
│
『
今
昔
物
語
集
』
と
『
新
唐

書
』
そ
し
て
『
土
佐
日
記
』
異
文
の
こ
と
な
ど
」（『『
今
昔
物
語
集
』

の
成
立
と
対
外
観
』
思
文
閣
出
版
、
令
和
３
年
、
初
出
平
成
２７

年
）。
本
稿
で
引
用
す
る
荒
木
氏
の
指
摘
は
、
す
べ
て
右
の
論
文
に

よ
る
。

（
１２
）
引
用
は
、
石
原
道
博
氏
『
新
訂

旧
唐
書
倭
国
日
本
伝
・
宋
史
日

本
伝
・
元
史
日
本
伝
│
中
国
正
史
日
本
伝
（
２
）
│
』（
岩
波
書
店
、

岩
波
文
庫
、
昭
和
３１
年
）
１３０
〜
１３１
頁
に
よ
る
。

（
１３
）
引
用
は
、
注
（
１２
）
前
掲
書
１６４
頁
に
よ
る
。

（
１４
）
永
井
義
憲
氏
「
安
居
院
説
草
記
に
つ
い
て
│
散
佚
説
話
集
ノ
ー
ト

│
」（『
説
話
・
物
語
論
集
』
６
、
昭
和
５３
年
５
月
）

（
１５
）
前
田
尊
経
閣
本
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
は
鎌
倉
末
期
書
写
と
あ

る
が
、
書
写
時
期
は
室
町
中
期
に
く
だ
る
か
。

（
１６
）
『
上
宮
太
子
拾
遺
記
』
の
引
用
は
大
日
本
仏
教
全
書
・
七
十
一

（
史
伝
部
十
）
２７０
頁
に
よ
る
。

（
１７
）
『
野
馬
台
詩
の
謎
』（
岩
波
書
店
、
平
成
１５
年
）
２２７
頁
参
照
。

（
１８
）
「
軍
記
物
語
と
年
代
記
│
『
平
家
物
語
』
と
の
関
連
を
中
心
に
│
」

（『
駒
沢
国
文
』
３５
、
平
成
１０
年
２
月
）

（
１９
）
平
泉
澄
氏
旧
蔵
『
王
代
記
』
は
筆
者
未
見
。『
東
寺
王
代
記
』
は

霊
亀
元
年
条
に
「
或
記
云
。
元
正
天
皇
霊
亀
元
年
〈
乙
卯
〉
従
吉
備

大
臣
船
入
唐
〈
唐
開
元
二
年
乙
卯
〉。
聖
武
天
皇
天
平
七
年
〈
乙
亥
〉

帰
朝
〈
在
唐
二
十
一
年
云
々
〉」
と
あ
る
。
引
用
は
続
群
書
類
従
・

二
十
九
下
・
１５
頁
に
よ
る
。

（
２０
）
注
（
１２
）
前
掲
書
４４
〜
７２
、
１３３
〜
１４８
頁
参
照
。『
王
年
代
紀
』
の

献
本
に
つ
い
て
は
、
同
書
４５
・
１３３
頁
に
所
見
。

（
２１
）
注
（
６
）
拙
著
１２０
頁
参
照
。

（
２２
）
永
忠
（
七
四
三
〜
八
一
六
）
は
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に

か
け
て
活
躍
し
た
僧
で
、
留
学
生
と
し
て
宝
亀
（
七
七
〇
〜
七
八

一
）
の
は
じ
め
入
唐
し
、
約
三
十
年
の
滞
在
の
後
、
延
暦
の
末
に
帰

国
。
桓
武
天
皇
の
命
に
よ
り
近
江
国
梵
釈
寺
の
寺
務
を
つ
か
さ
ど
っ

た
（『
元
亨
釈
書
』
巻
十
六
・
釈
永
忠
）。
空
海
は
入
唐
二
年
目
に
あ

た
る
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
長
安
の
西
明
寺
に
止
住
し
た
が
、

そ
こ
は
「
永
忠
和
尚
故
院
」
だ
っ
た
と
伝
え
る
（
経
範
『
大
師
御
行

状
集
記
』。
引
用
は
『
増
補
三
版

弘
法
大
師
全
集
』
首
巻
（
密
教

文
化
研
究
所
、
昭
和
４２
年
、
２６
頁
）
に
よ
る
）。
永
忠
が
空
海
と
交

渉
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
九
月
十
七
日
に
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少
僧
都
と
な
っ
た
永
忠
が
七
十
歳
と
い
う
老
齢
を
理
由
に
そ
れ
を
辞

す
た
め
の
上
表
と
、
そ
れ
に
対
す
る
勅
答
は
、
い
ず
れ
も
空
海
が
筆

を
執
っ
て
い
る
（『
性
霊
集
』
巻
九
「
永
忠
和
尚
辞
少
僧
都
表

一

首
」、
同
巻
九
「
永
忠
僧
都
辞
少
僧
都
表
勅
答

一
首
」）。
な
お
永

忠
の
事
蹟
お
よ
び
関
連
資
料
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
有
清
氏
『
伝
教
大

師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
４
年
、
３９７
〜
３９９
頁
）
に
詳
し

い
。永

忠
が
宝
亀
の
は
じ
め
に
入
唐
し
た
こ
と
と
、
仲
麻
呂
が
大
暦
五

年
（
宝
亀
元
、
七
七
〇
）
唐
で
世
を
去
っ
た
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も

矛
盾
し
な
い
。
在
唐
経
験
豊
富
な
仲
麻
呂
が
、
唐
に
来
た
ば
か
り
の

永
忠
と
会
っ
て
「
邪
心
」
を
改
め
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
史
実
と
は

認
め
ら
れ
な
い
が
、
汲
み
取
る
べ
き
点
は
そ
こ
に
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
吉
備
大
臣
の
説
話
に
あ
る
と
お
り
、
仲
麻
呂
は
唐
で
幽
閉
さ
れ

鬼
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
の
逸
文
が
記
す
「
改
邪
心
於

大
唐
滅
尽
」
と
は
、
鬼
と
な
っ
た
仲
麻
呂
が
そ
の
心
を
改
め
、
鬼
と

し
て
の
生
を
「
滅
尽
」
さ
せ
た
（
滅
ぼ
し
た
）
こ
と
を
意
味
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
鬼
と
な
っ
た
仲
麻
呂
は
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
関
心
と
、
鬼
と
な
っ
た
ま
ま
で
済
ま
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
伝
承
上
の
想
像
力
が
作
用
し
て
い
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
る
。

（
２３
）
舒
明
・
斉
明
両
天
皇
は
飛
鳥
岡
本
宮
を
皇
居
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
こ
こ
で
の
「
岡
本
帝
」
は
舒
明
天
皇
を
指
す
。
以
上
、
舒
明
天

皇
に
関
し
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』「
舒
明
天
皇
」
お
よ
び
「
飛
鳥
岡

本
宮
」
の
項
を
参
照
し
た
。

※
本
稿
は
、
令
和
五
年
度
・
大
阪
大
谷
大
学
特
別
研
究
費
「
観
音
説
話
伝

承
史
論
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
を
含
む
。

※
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
の
調
査
・
翻
刻
を
御
許
可
く
だ
さ
い
ま
し
た
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
に
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
学
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
）
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翻

刻

以
下
に
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
『
吉
備
公
伝
ノ
内
』
に
お
い
て
、『
長
谷
寺
験
記
』
上
巻
第
１
話
が
記
さ
れ
る
箇
所
の
本
文
を
紹
介
す
る
（
柳
原

家
未
整
理
本
）。

﹇
凡
例
﹈

○
字
体
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
従
っ
た
。

○
行
取
り
は
原
本
に
従
っ
た
。

○
読
み
や
す
さ
の
便
を
考
慮
し
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。

○
翻
刻
者
が
加
え
た
注
記
は
（

）
で
示
し
た
。

○
割
注
・
小
字
は
原
則
と
し
て
原
本
の
体
裁
に
従
っ
て
示
し
た
。
た
だ
し
字
の
大
き
さ
や
位
置
が
原
本
に
お
い
て
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
留
意
さ
れ
た
い
。

○
□
は
虫
損
等
に
よ
る
紙
の
破
れ
を
示
す
。
た
だ
し
残
画
に
よ
り
判
明
す
る
字
に
つ
い
て
は
、
□
の
中
に
翻
字
し
て
示
し
た
。

第
二

吉
備
大
臣
於
大
唐
読
野
馬
台
帰
朝
事

元
正
天
皇
御
宇
、
吉
備
大
臣
勅
ヲ

承
テ

唐
ニ

渡
リ

諸
道
ヲ

習
シ

時
、
聡
明
ノ

者
ニ
テ

侍
レ

ハ
芸
能
ヲ

伝
ル

事
唐
人
ニ
モ

越
タ
リ

。
唐
人
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コ
レ
ヲ
猜
恥
テ
吉
備
ヲ

失
ン
ト
ス
。
然
ト
モ

若
過
ナ
キ
ヲ
殺
□
ハ
不
義
ナ
リ
。
又
留

置
テ
ハ
我
等
カ
ハ
チ
ナ
リ
。
昔
ヨ
リ

如
此
ノ

人
ヲ
コ
ム
ル
楼
ア
リ
。
登
ル
物
多
ク
死
ス
。

先
彼
楼
ニ

登
セ
テ
此
国
ノ

事
ヲ

キ
カ
セ

ス
シ
テ
暫
ク

試
ト

云
テ
、
則
召
籠
ヌ

。
深
更

」（
１
オ
）

ニ
及
テ
羶
キ
風
吹
、
荒
雨
降
テ

、
鬼
神

伺
来
。
吉
備
隠
身
ノ

封
ヲ
以
テ

形
ヲ

カ
ク
シ
、

声
ヲ

イ
カ
ラ
カ
シ
テ
鬼
ニ

問
テ

云
、
汝
ハ

何
者
ソ
。
我
ハ

コ
レ
日
本
ノ
王
ノ
遣
唐
使
也
。

王
事
盬
事
ナ
シ
。
鬼
神
何
ソ
伺
来
□
。

裏
書
云
、
王
代
記
云
、
致
仕
右
大
臣
正
二
位

勲
二
等
吉
備
朝
臣
真
備
遣
唐
副

使

。

舒
明
天
皇
岡
本
帝
御
時
也
イ
此
説
吉
也
（
朱
）

銀
青
光
禄
安
部
朝
臣
衡
。

或
云
、
衡
尉
安
倍
朝
臣
比
羅
云
々

。

又
云
仲
麿
。
但
真
備
者
元
正
天
皇
霊
亀

」（
１
ウ
）

二
年
丙
辰
遣
唐
使
年
十
九
□
麿
之
例
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養
老
二
十
一
月
帰
朝
云
々

公
卿
補
任
云
、
霊
亀
二

丙
辰
才
八
月
安
倍
仲
麿

遣
唐
大
使
云
々
（
朱
）

菅
家
秘
記
云
、
安
倍
仲
麿
者
文
武
天
皇
即
位

二
年
戊
戌

歳
月
日
生
ス
。
霊
│
二
年
丙
辰

歳
正
月

廿
五
日
奉
勅
渡
唐
。
則
唐
人
召
篭
仲
丸
、
不
施

食
物
。
自
同
年
秋
之
比
、
成
生
霊
隠
形
躰

常
現
鬼
形
、
害
人
。
養
老
七
年
癸
亥

才
二
月
□

吉
備
又
渡
唐
。
則
又
召
篭
吉
備
ヲ

仲
丸
常

来
テ

言
談
乃
至
天
平
七
年
乙
亥

才
十
一
月
日

吉
備
帰
朝
ス

。

水
鏡
云
、
宝
亀
十
年
仲
麿
唐
□
シ
テ

死
ト

云
。

古
今
和
謌
集
九
云
、
安
倍
仲
麿
帰
朝
見
タ
リ

。

菅
家
記
ニ
ハ

唐
ニ
テ

薨
ス
ト
見

不
審
也
。

」（
２
オ
）

日
本
人
也
。（
朱
）

宝
亀
元
庚
戌
才
仲
麿
遇
永
忠
僧
都

改
邪
心
於
大
唐
滅
尽
ス

。
年
七
十
三
。
同
一
年

辛
亥
才
十
月
二
日
吉
備
於
日
本
薨
。
生
年

八
十
二
云
々

。
已
上
、
菅
家
秘
記
意
也
。
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鬼
答
云
、
我
□
則
貴
下
ト

同
国
同
城
ノ

者
也
。

尋
奉
ル
ヘ
キ
事
□
テ
来
ト
云
。

裏
書
云
、
江
談
記
云
、
鬼
答
云
、
善
事
也
。
我
日
本

遣
唐
使
也
。
故
欲
言
談
如
何
云
々

。

又
我
是
遣
唐
使
某
也
。
我
子
孫
安
倍
氏
侍
哉

云
々

。
戸
部
抄
云
、
我
是
日
本
遣
唐
使
安
倍

仲
丸
也
云
々

。
安
居
院
説
草
記
云
、
我
是
日
本

国
長
安
城
者
也
。

吉
備
報
云
、
早
鬼
形
ヲ

改
テ

来
ト

云
。
鬼
則
帰
入
テ

」（
２
ウ
）

衣
冠
ヲ

着
テ

重
テ

来
云
、
我
ハ

是
日
本

国
西
京
ノ

者
也
。
貴
下
ノ

如
ク

此
楼
ニ

登

セ
ラ
レ
テ
食
物
ヲ
与
ヘ
サ
リ
シ
間
、
飢
ヲ

カ
ナ
シ
ム

心
懇
シ
テ

生
ナ
カ
ラ
鬼
ト

ナ
ル
。
形
ヲ

カ
ヘ
サ
カ
ヒ
ヲ

隔
ト

イ
ヘ
ト
モ
、
我
子
孫
ノ
有
無
ヲ
尋
ト

ス
ル
ニ
、

我
ニ

害
心
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
我
ヲ

見
物
自
然
□

死
テ

カ
ナ
ハ
ス
。
今
貴
下
ニ

ア
ヒ
奉
、
実
ニ

悦
ト

戸
部
抄
云
、
我
子
孫
官
位
昇
進
而
有
哉
云
々
（
朱
）

ス
。
サ
テ
モ
我
子
孫
ハ

ア
リ
ヤ
ト
問
。
吉
備
其
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子
息
兄
弟
七
八
人
カ
事
ヲ
カ
タ
ル
。
鬼
大
ニ

喜
テ

云
、
具
ニ

此
事
ヲ

聞
、
極
テ

悦
□
ス

。
此
カ
ハ

リ
ニ
ハ
当
国
ノ
事
ヲ

悉
ク

貴
下
ニ

語
申
ム

」（
３
オ
）

ト
云
。
吉
備
大
ニ

感
悦
シ
テ

、
尤
大
切
也
ト

云
。
夜

ア
ケ
鬼
帰
畢
テ

後
、
唐
□
来
テ

見

鬼
害

害
ヲ

ヱ
ス
。
唐
人
弥
感
シ
テ

食
ヲ

与
ヘ
テ

帰
畢
。
其
夕
、
鬼
来
テ

告
云
、
此
国
ニ

相
議
ル

事
ア
リ
。
日
本
ノ

使
才
能
奇
異
ナ
リ

。
此

国
中
ニ

文
選
ト

云
書
ハ

一
部
三
十
巻
□

□
。
諸
家
ノ
神
妙
ヲ

集
ム

。
極
テ

ヨ
ミ
ニ
ク
キ

書
ナ
リ
。
其
ヲ

ヨ
マ
セ
テ
、
ア
ヤ
マ
リ
ヲ
見
テ

ワ
ラ
ハ
ン
ト
ス
ト
云
。
吉
備
問
云
、
件
書
ハ

聞
□

我
ニ

伝
テ
ン
ヤ
ト
云
。
鬼
答
云
、
我
聞
□
事

」（
３
ウ
）

ア
タ
ハ
シ
。
貴
下
ヲ

将
テ

、
彼
書
読

所

ニ
行
テ

キ
カ
シ
メ
奉
ト
思
フ

。
但
高
楼
ヲ

閉
。
イ
カ
テ
カ
下
テ

行
ヘ
キ
ヤ
。
吉
備
答
云
、

我
飛
行
自
在
ノ

術
ヲ

知
リ

、
覆
閉
隠
身

ノ
封
ヲ

習
得
リ

。
其
所
ニ

行
コ
ト
安
キ
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事
也
ト
云
テ
、
則
身
ヲ

カ
ク
シ
楼
ヲ

飛
ヒ

ヲ
リ
テ
、
鬼
ノ

後
ニ

随
テ

文
選
ノ

講
所
帝

王
宮
ニ

至
ル

。
三
十
人
ノ

儒
客
ア
リ
テ

終
夜

此
ヲ

講
ス
ル
ヲ

聞
テ

、
鬼
ニ

旧
キ

暦
ヲ

乞
テ
、

」（
４
オ
）

文
選
ノ

上
帙
十
巻
ヲ

書
テ

持
ス
ル
ニ

、
一
両

日
ヲ

経
テ

、
講
読
ノ

儒
士
皆
サ
マ
ヲ
ヤ
ツ
シ
、
持

夫
ト
成
テ

食
物
ヲ

荷
ヒ

、
先
達
ノ

儒
者

一
人
勅
使
ト
ナ
リ
テ

文
選
ヲ

持
チ

来
テ

、
吉
備

ヲ
試
ト
ス
ル
ニ

、
楼
上
ニ

文
選
ア
リ
。

裏
書
云
、
江
談
記
云
、
文
選
上
帙
十
巻
端
ヲ

二

三
枚
許
津
オ々

書
云
々

。
又
云
、
同
記
云
、
文
選

端
オ々

楼
上
ニ

破
散
云
々

。

唐
人
各
ア
ヤ
シ
ヒ
テ
此
書
ヲ

持
ス
ル

由
来
ヲ

問
。

吉
備
答
云
、
我
暗
誦
シ
テ
ソ
ラ
ニ
カ
ケ
リ
ト
云
テ
、

則
上
帙
十
巻
ヲ

取
出
ス

。
唐
人
驚
テ

帝
王
ニ

奏
ス

。
帝
又
問
ニ

、
吉
備
答
云
、
此
書
本
朝
ニ

」（
４
ウ
）

到
来
シ
テ
既
多
年
ヲ

経
タ

□
。
文
選
ト

名
ツ
ク
。
人
皆
弄
フ

物
ナ
リ
ト
云
。
唐
人
ノ

云
ク
、
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日
本
伝
来
最
不
審
也

此
書
ハ

此
土
□
物
ナ
リ
。
吉
備
本
ヨ
リ

知
ル

所
ナ
リ
。
聊
我
朝
ノ
□
見
合
セ
ン
ト
云
ニ

、
唐

人
摺
本
文
選
三
十
巻
ヲ

与
フ

。
吉
備
□

テ
帰
朝
ノ
時
本
朝
ニ

ワ
タ
ス
。
唐
人
楼
ヲ

閉

テ
帰
ル
。
則
又
相
議
シ
テ

云
ク

、
此
者
才

コ
ソ

ア
リ
ト
モ
芸
ハ
ア
ラ
シ
。
囲
碁
ヲ
シ
テ

試
ト
云
テ
、
白
石
ヲ
モ
テ
日
本
ニ

擬
シ

黒
石

ヲ
モ
テ
唐
土
ニ

擬
テ

此
勝
負
ヲ

モ
テ

」（
５
オ
）

日
本
人
ヲ

殺
ン
ト
タ
ク
ム
ニ
、
鬼
又
□
ヲ

聞
テ

吉
備
ニ

告
テ

、
則
囲
碁
ノ

様
ヲ

教
フ

。

吉
備
大
概
ヲ

聞
テ

、
楼
ノ

天
井
ノ

組
入

三
百
六
十
目
ニ

用
成
、
コ
ハ
ン
ト
擬
シ

聖
目
ヲ

定
テ
、
一
夜
ノ
間
ニ
推
達
シ
テ
、
ハ
カ
リ
コ
ト
ヲ

以
テ
唐
ノ

上
手
ニ

勝
ヌ
。

江
談
記
云
、
吉
備
偸
盗
唐
方
黒
石
一
飲
決

勝
負
之
時
、
唐
負
了
。
唐
人
等
云
、
高
名
上
手

ハ
無
勝
負
。
怪
事
ナ
リ
ト
云
、
計
石
数
不
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足
。
仍
課
筮
占
之
盗
ト

云
。
在
ト

腹
中
云

互
諍
。
然
テ

令
服
瀉
薬
吉
備
以
上
報

」（
５
ウ
）

不
瀉
之
。
遂
勝
畢
云
々

。

菅
家
記
云
、
以
白
石
擬
唐
方
以
黒
石
擬

日
本
云
々
。

唐
弥
怒
ヲ

ナ
シ
テ
食
ヲ
与
ヘ
ス
。
鬼
夜
コ
ト
ニ

食
物
ヲ

与
フ

。
数
月
ニ

及
ヘ
ト
モ
死
セ
ス
。

唐
人
怪
テ

云
ク
、
是
術
ヲ

モ
テ
知
カ

、
若
ハ

又
霊
人
鬼
類
ノ
告
カ
。
ア
ヤ
シ
キ
事
也
。

此
国
ノ
中
ニ

威
徳
智
行
ノ

人
、
宝
誌

和
尚
ヲ

語
テ

、
霊
鬼
ヲ

入
ヌ

様
ニ

真
言
ノ

法
結
界
ヲ

ナ
シ
テ
、
其
中
ニ
シ
テ
日
本
ノ

事
ヲ

ヨ
マ
レ
ヌ
様
ニ

書
ニ

作
テ

、
□
此
ノ

」（
６
オ
）

ヨ
マ
ス
ハ
其
ヲ
過
ニ
シ
テ
命
ヲ
害
セ
ム
ト

タ
ク
ミ
ケ
レ
ハ
、
鬼
又
是
ヲ
聞
テ
来
テ
上
件

事
ヲ
カ
タ
リ
テ
、
是
我
モ
方
便
ナ
シ
ト

云
テ
、
ヨ
リ
�
�
互
ニ
ナ
ケ
キ
居
タ
リ
ケ
ル

程
ニ
、
日
本
ニ
ハ
天
平
六
年
、
大
唐
ニ
ハ

開
元
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廿
二
年
甲
戌

才
ニ
日
本
国
南
都
元
興
寺
ノ

僧
代
智
法
師
菅
家
記
云
、
南
都
興
福
寺

僧
、
大
智
云
々
。
基
長
卿
云

帰
朝
後
住
興
福
寺
。
大
与
代
二
字
頗
不
審
也
。

但
代
字
ハ
多
本
ニ
ア
リ
云
々
。

入

唐
シ
テ

我
朝
ノ

遣
唐
使
召
籠
セ
ラ
ル
ト

聞
テ

イ
ソ
キ
行
テ
事
ノ
由
ヲ

尋
ケ
レ
ハ

上
件
ノ

事
ヲ

語
テ

歎
ク

。
王
代
記
云
、
養

老
□
年
十
一
月

」（
６
ウ
）

吉
備
朝
臣
帰
朝
云
々
。
吉
田
公
卿
補
任
云
、
天
平
七
年

十
一
月
九
日
吉
備
朝
臣
真
備
帰
朝
云
々
。

代
智
法
師
教
云
ク
、
公
入
唐
ノ
後
、
我
朝

日
本
国
和
州
城
上
郡
泊
瀬
郷
□
霊

木
自
然
ニ

到
来
シ
テ

、
諸
神
冥
道
ノ

資
助
ヲ
ナ
シ
、
往
昔
ノ

勝
地
タ
ル
事
ヲ

示
テ

地
ヲ

ヒ
キ
、
仏
ヲ

造
テ

厳
重
奇
異
ノ

十
一
面
観
自
在
菩
薩
利
生
ノ

道
場
出
来

セ
リ
。
是
ニ

祈
タ
テ
マ
ツ
ル
ヘ
シ
ト
云
。
吉
備

悦
テ

目
ヲ
ヒ
シ
キ
掌
ヲ

合
テ
祈
請
シ

ケ
ル
程
、
帝
王
宮
ニ

召
出
サ
レ
テ
、
件
書
、
野

馬
台
ニ
向
テ
ヨ
マ
ン
ト
ス
ル
ニ
都
テ

カ
ナ
ハ
ス
。

」（
７
オ
）

吉
備
日
本
ニ
向
テ
重
テ
心
中
ニ
祈
念
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シ
テ
云
ク
、
我
朝
六
十
余
州
仏
菩
薩
、
大
小

神
祗
、
別
シ
テ
ハ

国
主
天
照
太
神
・
住
吉
・

八
幡
、
殊
ニ
ハ

今
顕
ハ
レ

マ
シ
マ
ス
ナ
ル
長
谷
寺

ノ
観
自
在
尊
、
願
ハ

利
生
ア
ラ
タ
ニ
施
シ

給
ヘ
ト

祈
申
ス
。
則
冠
ノ
角
中
ヨ
リ

小
蛛
一
俄
ニ

下
テ
、
絲
ヲ
ヒ
キ
文
字
ヲ

フ
ム
ヲ
見
テ
、
思
ノ

コ
ト
ク
是
ヲ

ヨ
ム
。
帝

王

作
者
等
奇
特
ノ
思
ヲ
ナ
シ
テ
、
害
ヲ
ハ

ナ
サ
ス
ト
云
ト
モ
、
弥
ソ
ネ
ミ
ハ
チ
テ
重
テ

召
篭
シ
テ
、
自
今
以
後
ハ

永
此
楼
ヲ

」（
７
ウ
）

開
ヘ
カ
ラ
ス
ト
云
。
吉
備
王
宮
□
シ
テ

、
件

野
馬
台
ヲ

読
シ

時
、
鬼
神
其
ウ
シ
ロ
ニ

随
テ

形
ヲ
カ
ク
シ

、
王
宮
ニ

行
テ

共
ニ

祈

念
セ
ム
ト
シ
テ
両
手
ヲ

以
テ

年
来
所

持
ノ

念
珠
ヲ

取
ル

。
其
間
ヨ
リ

蛛
ヲ

見

ハ
、
十
一
面
観
自
在
尊
臍
ヨ
リ

光
ヲ

放
。

其
光
蛛
ノ
糸
ト

成
テ

文
字
□
ヨ
ミ
ヲ

引
。
念
珠
ヲ

置
テ

見
ハ

蛛
ト
ナ
リ
、
念
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珠
ノ

間
ヨ
リ
見
ハ

観
音
ト
ナ
ル
。
鬼
神

不
思
議
ノ

思
ヲ

ナ
シ
テ
、
吉
備
ト

共
ニ

楼

ニ
カ
ヘ
リ
テ
上
件
ノ

事
ヲ

語
ル
。
吉
備
イ
ヨ
�
�

」（
８
オ
）

長
谷
寺
ノ
観
音
利
生
ノ
ア
ラ
タ
ナ
ル
事

ヲ
知
テ

、
重
今
一
度
日
本
ニ

カ
ヘ
ラ
ム
コ
ト

ヲ
祈
請
ス

。
其
夜
ノ

夢
ニ

童
子
一
人

来
テ

、
我
ハ

是
長
谷
寺
ヨ
リ
ノ
御
使
也

ト
云
テ
術
ヲ

教
。

菅
家
記
云
、
十
六
七
才
ノ

童
子
一
人
来
テ

告
曰
、

我
是
長
谷
寺
観
音
也
。
謂
二

応
祈
念
来
ト一

而
教
術
芸
云
々

。

則
夢
サ
メ
テ
、
其
具
足
百
年
ヲ
ヘ
タ
ル

双
六
ノ
筒
・
局
・
ヲ

尋
ニ

、
鬼
持
テ

来

テ
与
フ

。
吉
備
是
ヲ

得
テ

、
局
上
ニ

ヲ

置
テ

、
筒
ヲ

覆
テ

唐
ノ

日
月
ヲ

封
シ

」（
８
ウ
）

篭
ル

コ
ト
七
ヶ
日
、

江
談
記
云
、
三
ヶ
日
云
々

。
水
鏡
云
、
十
ヶ
日
許
云
々
。

此
ハ
当
寺
流
記
心
也
。

ト
コ
ロ
ノ

江
談
記
云
、
棗
筒
・
楓
局
云
々

。
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菅
家
記
同
之
。

唐
大
ニ

歎
テ

コ
レ
ヲ
卜
筮
ス
ル
ニ

吉
備
カ

所

為
ト
云
。
吉
備
答
云
、
我
所
為
ニ

ア
ラ
ス
ト

云
ヘ
ト
モ
、
過
ナ
キ
我
ヲ
イ
マ
シ
ム
ル
ニ
依
テ

我

天
照
太
神
月
弓
大
明
神
（
朱
）

朝
□
国
主
日
神
月
神
イ
カ
リ
ヲ
ナ
シ

テ
カ
ク
ト
云
ケ
レ
ハ
則
ユ
ル
シ
ヌ
。
吉
備
ツ
ヰ
ニ

思
ノ
コ
ト
ク
諸
道
ヲ

習
取
テ

日
本
ニ

帰
ル

。

当
寺
ノ
流
記
ニ

見
タ
ル
ヲ
ヤ
。

菅
家
記
云
、
天
平
七
年
十
一
月
吉
備
朝
臣
真
備

帰
朝
云
々

。（
朱
）

」（
９
オ
）

写
本
云
、

于
時
徳
治
第
二
暦
卯
月
十
五
之
天
、
依
衆
徒

訴
詔
、
今
年
之
常
楽
会
俄
延
引
。
今
月

則
行
之
。
然
而
有
相
労
事
不
見
物

云
、
梵
鐘
遠
響
驚
生
死
長
夜
之
眠
、

忽
想
像
沙
羅
入
滅
之
古
、
音
楽
高
鳴

達
龍
王
宮
城
之
聞
、
遙
如
看
忉
利
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出
宴
之
儀
。
仍
徒
然
餘
書
之
。沙門

懐
実
廿
六

此
本
蓮
恩
殿
取
出
、
披
令
見
之
間
、
昨
夕
懐
中
之
、

今
朝
書
写
之
。
応
永
廿
九
天
林
鐘
半
闌
候
也
。

定
圓
春
秋
六
十

夏
臈
四
十
五

」（
９
ウ
）
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